
月 火 水 木 金 土日

11月
男　1,099人（－５人）
女　1,130人（－６人）
計　2,229人（－11人）
世帯数907世帯（±０世帯）
（令和４年９月末現在）

人の動き

む ら の ガイド

みんなで支える国民年金

日本年金機構
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燃えるごみ収集日

広報

鷲の湯とキリスト伝説の里、青森県新郷村

新郷村敬老会 健康長寿をお祝いしました  Ｐ２

・議会だより …………………………………… Ｐ４－７
・ミステリーキャンプ ………………………… Ｐ10
・みんなで知ろう！わたしたちの国保 ……… Ｐ11
・農業者年金で豊かな老後を！ ……………… Ｐ12

今月の話題

第34回新郷ふるさとまつり
撮影場所：間木ノ平グリーンパーク

ぼくとわたしの絵 ○しんごう保育園342

先生とお友達と一緒に鬼
ごっこしたよ。みんなでたく
さん走って楽しかったよ。

森 貝　　 颯さん（もも組）
はやてもり かい

お兄ちゃん、お姉ちゃんと
かくれんぼをして遊んだよ。
お兄ちゃんとお姉ちゃん、
だーいすき。

藤 井　麒 永さん（もも組）
えいきふじ い

遠足で友達と手をつないで
ジュースを飲んだよ。お日様
もニコニコ笑っていたよ。

畠 山　萌 花さん（もも組）
かもはたけやま
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2022年
しもつき
November

ごみは収集日の朝8時までに出してください。生ごみの水切りにご協力を。ごみの減量とリサイクルに取り組みましょう。
温泉営業日：新郷温泉館…月・火・木・金・土・日　野沢温泉…水・土・日　営業時間：午前９時～午後９時（通年）
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資源ごみ収集日（缶）

資源ごみ収集日
（新聞紙等５品目）

資源ごみ収集日
（ペットボトル等２品目）

燃えるごみ収集日燃えるごみ収集日

特定健診（～１１日）

燃えるごみ収集日

特定健診（～１８日）

特定健診

行政相談

特定健診 国民健康保険税第３期納期限
後期高齢者医療保険料

第３期納期限
介護保険料第３期納期限

燃えないごみ収集日

特定健診

「くらし」と「しごと」無料相談会

特定健診

国民年金納付相談
及び免除相談

新郷村生涯学習フェス
ティバル
文化祭（美郷館）
１日目  午前９時～

新郷村生涯学習フェス
ティバル
文化祭（美郷館）
２日目  午前９時～

第456回親子早起き掃除

再利用資源回収活動

燃えるごみ収集日

燃えるごみ収集日燃えるごみ収集日

特定健診（～２５日）

燃えるごみ収集日

燃えるごみ収集日
粗大ごみ収集日

燃えるごみ収集日

燃えるごみ収集日

粗大ごみ受付（～１４日）

資源ごみ収集日
（ビン・ペットボトル等２品目）

鷲の湯とキリスト伝説の里、青森県新郷村
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10
各種相談

村民相談
毎週月曜・木曜　午前９時～午後４時（山村開発センター）
行政相談
毎月第３火曜日　午前９時～11時まで（山村開発センター）
国民年金納付相談及び免除相談
11月８日　午前10時～午後３時30分まで（山村開発センター）
「くらし」と「しごと」無料相談会
11月22日　午後１時～４時（総合福祉センター）



　秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

が
９
月
21
日
か
ら
30
日
ま
で

の
10
日
間
行
わ
れ
ま
し
た
。

　期
間
中
は
、
各
実
施
場
所

で
街
頭
指
導
が
行
わ
れ
、
指

導
員
ら
は
登
校
す
る
生
徒
た

ち
と
元
気
に
あ
い
さ
つ
を
交

わ
し
ま
し
た
。

　運
動
期
間
終
了
後
も
、
早

め
の
ラ
イ
ト
点
灯
、
安
全
運

転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

１

　全
国
重
点

⑴
子
供
と
高
齢
者
を
始
め
と

す
る
歩
行
者
の
安
全
確
保

⑵
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行

者
事
故
等
の
防
止
及
び
飲

酒
運
転
の
根
絶

⑶
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
遵

守
の
徹
底

　９
月
13
日
、
美
郷
館
で
敬
老
会
が
行

わ
れ
、
対
象
者
５
７
３
名
の
う
ち
71
名

が
出
席
し
、
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

　櫻
井
村
長
は「
よ
り
よ
い
村
づ
く
り

の
た
め
、
皆
さ
ん
の
長
年
の
知
恵
と
経

験
、
力
を
貸
し
て
ほ
し
い
」と
あ
い
さ

つ
。
続
い
て
福
山
議
会
議
長
が「
人
間

百
歳
時
代
、皆
さ
ん
の
若
さ
の
秘
訣
を

知
り
た
い
。
明
日
か
ら
も
元
気
に
過

ご
し
ま
し
ょ
う
」と
祝
辞
を
披
露
し
ま

し
た
。

　本
年
度
夫
婦
と
も
に
米
寿
を
迎
え
た

橋
端
末
治
、
き
や
夫
妻
へ
県
知
事
顕
彰

が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
を
代
表

し
、
長
峯
典
子
さ
ん
、
佐
々
木
郁
子
さ

ん
、
佐
藤
せ
い
さ
ん
、
福
山
昭
子
さ
ん

が「
65
歳
以
上
の
村
民
が
約
半
数
と
な
っ

た
が
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
も
目
標
を

も
っ
て
楽
し
く
過
ご
し
て
い
く
」と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
と
と
も
に
、
謝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

　今
年
は
57
名
が
75
歳
を
迎
え
敬
老
会

の
仲
間
入
り
を
し
、
出
席
者
へ
歓
迎
の

意
を
込
め
村
特
産
品
の
飲
む
ヨ
ー
グ
ル

ト
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

　式
典
終
了
後
の
祝
賀
会
で
は
、
し
ん

ご
う
保
育
園
に
よ
る
遊
戯
や
、
赤
十
字

奉
仕
団
に
よ
る
踊
り
、
小
西
礼
子
さ
ん

に
よ
る
歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
、

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　新
郷
村
で
は
、
９
月
23
日

に
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
７
年

を
達
成
し
、
交
通
死
亡
事
故

ゼ
ロ
達
成
知
事
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。

　10
月
４
日
、
県
庁
で
表
彰

式
が
行
わ
れ
、
石
坂
直
人
環

境
生
活
部
長
か
ら
櫻
井
村
長

に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。　櫻

井
村
長
は「
交
通
事
故
の

な
い
、
安
心
・
安
全
な
む
ら

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
」と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　新
郷
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
が
、

10
月
９
日
、
間
木
ノ
平
グ
リ
ー

ン
パ
ー
ク
で
行
わ
れ
、
村
内
外

か
ら
行
楽
客
が
訪
れ
ま
し
た
。

　屋
外
ス
テ
ー
ジ
で
は
最
初
に
、

Ｒ
Ａ
Ｂ
ラ
ジ
オ
の
公
開
収
録
が

行
わ
れ「
銀
の
鴨
」や「
青
い
森

紅
サ
ー
モ
ン
」が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。

　郷
土
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

で
は
、
田
中
獅
子
舞
、
ナ
ニ
ャ

ド
ヤ
ラ
、
間
明
田
駒
踊
り
、
新

郷
中
学
校
生
に
よ
る
、
よ
さ
こ

い
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　新
郷
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
初
登

場
の「
新
郷
の
和
牛
」は
、
販
売

開
始
と
と
も
に
長
蛇
の
列
が
で

き
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の

ほ
か
に
も
、
地
場
産
品
の
販
売

や
、
ピ
ザ
作
り
体
験
、
竹
ラ
ン

タ
ン
づ
く
り
体
験
が
行
わ
れ
、

賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

ＲＡＢラジオ公開収録
鮫島アナウンサーと和太鼓奏者
ＫＡＮＴＡさんの「鮫ちゃんのおさ
んぽ日曜日」を公開収録しました。
お客さんに「今日はどこからいらっ
しゃいましたか？」と声をかけ会場を
盛り上げました。

地元の恵みが大集合
郷のきみやしいたけ、きくらげなどの地場産品、
農協女性部による串餅などが販売されました。

郷土芸能フェスティバル
ナニャドヤラのしなやかな踊りや、迫力ある
舞いに会場からは拍手が起こりました。

新郷村敬老会　健康長寿をお祝いしました
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　新
郷
村
議
会
の
定
例
会
は
３

月
、
６
月
、
９
月
、
12
月
と
年
４

回
開
催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
３
月

に
は
予
算
特
別
委
員
会
、
９
月
に

は
決
算
特
別
委
員
会
が
開
か
れ
、

活
発
に
議
論
さ
れ
ま
す
。

　令
和
４
年
第
３
回
定
例
会
が
９

月
２
日（
金
）か
ら
９
月
９
日（
金
）

の
８
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
本
議
会
で
は
議
案
20
件
が

審
議
さ
れ
、
全
て
原
案
の
と
お
り

同
意
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　本
定
例
会
の
中
か
ら
７
日
の

一
般
質
問
、
８
日
の
決
算
特
別
委

員
会
、
９
日
の
議
案
審
議
の
３
日

間
の
内
容
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

　９
月
７
日
に
は
４
名
の
議
員
が

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

★
一
般
質
問
と
は

　議
員
が
村
の
施
策
の
状
況
や
方

針
な
ど
に
つ
い
て
、
報
告
、
説
明

を
求
め
た
り
質
問
す
る
こ
と

一

　永
野

　範
英

　議
員

質
問
①

　若
者
の
雇
用
の
場
の
創
出

『
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合

制
度
』の
導
入
を

答
弁

　櫻
井
村
長

　「
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同

組
合
制
度
」が
始
ま
っ
た
令
和
２

年
に
担
当
課
に
お
い
て
実
現
の
可

能
性
を
検
討
し
た
こ
と
が
あ
る

が
、
意
欲
の
あ
る
事
業
者
が
い
な

い
、
通
年
で
の
仕
事
の
確
保
が
出

来
な
い
な
ど
の
理
由
に
よ
り
断
念

し
た
。
事
業
が
う
ま
く
回
れ
ば
雇

用
創
出
に
役
立
つ
制
度
だ
と
思

う
。
組
合
を
作
っ
て
事
業
を
行
い

た
い
と
い
う
人
が
現
れ
る
よ
う
、

ま
ず
は
制
度
の
周
知
を
図
る
た
め

に
広
報
活
動
を
し
て
い
き
た
い
。

※

『
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同

制
度
』と
は
、
人
口
が
減
少
し
て

い
る
地
域
に
お
い
て
働
き
手
と
な
る

人
材
の
確
保
に
よ
り
、
地
域
経
済

の
活
性
化
、
若
者
の
定
住
促
進
を

図
る
事
業
で
、
人
材
を
必
要
と
す

る
事
業
者
等
に
対
し
て
、
人
材
の

派
遣
を
行
う
派
遣
事
業
の
こ
と
。

質
問
②

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
今
年
８
月
末
現
在
ま
で
の

「
新
郷
村
内
の
累
計
感
染
者
数
」と

「
今
後
村
民
に
対
し
て
の
感
染
防
止

対
策
」に
つ
い
て
村
当
局
の
考
え
は

答
弁

　櫻
井
村
長

　累
計
感
染
者
数
は
８
月
末
現
在

で
１
５
４
名
と
な
っ
て
い
る
。
感

染
防
止
対
策
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
の
実
施
体

制
を
整
え
、
速
や
か
に
予
防
接
種

を
実
施
し
て
い
き
た
い
。
重
症
化

し
や
す
い
高
齢
者
に
お
い
て
は
、

77
・
６
％
の
方
が
８
月
中
に
４
回

目
接
種
を
終
え
て
い
る
。
今
後
も

関
係
部
署
と
連
携
し
、
希
望
者
が

接
種
で
き
る
機
会
を
提
供
し
て
い

き
た
い
。

二

　才
神

　
　幸
男

　議
員

質
問
①

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
つ
い
て

１
．
村
内
の
感
染
状
況
、
今
後
の
予

防
対
策
に
つ
い
て
、
重
症
者
が
出
た

り
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
た
場
合
、

診
療
所
で
対
応
で
き
る
の
か

答
弁

　櫻
井
村
長

　発
熱
や
咳
な
ど
風
邪
の
症
状
、

体
調
不
良
が
あ
る
な
ど
感
染
が
疑

わ
れ
る
場
合
は
、
県
で
行
っ
て
い

る
臨
時
ウ
ェ
ブ
検
査
キ
ッ
ト
セ
ン

タ
ー
や
、
薬
局
で
無
料
配
布
す
る

検
査
キ
ッ
ト
を
活
用
し
、
い
ち
早

く
検
査
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
周
知

し
て
い
き
た
い
。

　新
郷
診
療
所
で
は
、
発
熱
外
来

で
の
検
査
体
制
は
整
え
て
い
る
も

の
の
、
重
症
者
や
ク
ラ
ス
タ
ー
へ

の
対
応
に
つ
い
て
は
県
の
管
轄
す

る
分
野
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
に

お
い
て
も
村
民
の
安
全
を
期
す
た

め
治
療
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
よ
う

努
力
し
て
い
き
た
い
。

２
．
学
校
で
は
行
事
を
実
施
し
て
い

く
上
で
、
ど
の
よ
う
な
感
染
予
防
対

策
を
と
っ
て
い
く
の
か

答
弁

　岡
田
教
育
長

　学
校
は
基
本
的
に
新
し
い
生
活

様
式
に
則
っ
て
、
最
大
限
の
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
対
策
を

と
っ
て
お
り
、
各
種
行
事
は
規
模

縮
小
、
時
間
短
縮
、
実
施
方
法
の

見
直
し
を
図
り
な
が
ら
実
施
し
て

い
る
。

再
質
問

　部
活
動
・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
で
の
感
染
予
防
対
策
は

答
弁

　岡
田
教
育
長

　指
導
者
は
決
ま
っ
て
い
る
た
め
、

そ
の
団
体
の
方
に
お
願
い
し
て
対

策
を
と
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

三

　滝
沢

　
　仁

　議
員

質
問
①

　鳥
獣
被
害
防
止
の
現
状
と

今
後
の
対
策
に
つ
い
て
、
現
状
で
は

ど
の
く
ら
い
の
被
害
が
あ
り
、
ど
の

よ
う
な
対
策
を
し
て
い
る
の
か
、

ま
た
、
農
林
水
産
省
の
鳥
獣
被
害
防

止
対
策
交
付
金
等
を
活
用
し
、
被
害

防
止
対
策
す
べ
き
で
な
い
か

答
弁

　高
見
農
林
課
長

　現
状
、
イ
ノ
シ
シ
、
ク
マ
、

ハ
ク
ビ
シ
ン
、
シ
カ
、
キ
ツ
ネ
等

の
被
害
が
あ
る
。

答
弁

　櫻
井
村
長

　現
在
、
青
森
県
猟
友
会
新
郷
支

部
の
協
力
を
得
て
被
害
防
止
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
、
捕

獲
対
応
の
た
め
に
狩
猟
免
許
取
得

者
の
育
成
な
ど
体
制
整
備
を
し
て

い
き
た
い
。
ま
た
交
付
金
の
活
用

に
つ
い
て
は
、
地
域
住
民
で
構
成

す
る
捕
獲
サ
ポ
ー
ト
隊
の
設
立
な

ど
地
域
の
協
力
が
必
要
と
な
る
た

め
、
関
係
団
体
を
含
め
話
し
合
い

の
機
会
を
検
討
し
て
い
く
。

※

『
捕
獲
サ
ポ
ー
ト
隊
』と
は
、

地
域
住
民
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
、

捕
獲
活
動（
日
々
の
ワ
ナ
の
見
回

り
や
、
有
害
鳥
獣
の
追
い
払
い
な

ど
）を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
、

捕
獲
従
事
者
の
負
担
軽
減
を
図
る

隊
の
こ
と
。

四

　稲
葉

　嘉
浩

　議
員

質
問
①

　肥
料
価
格
高
騰
に
対
す
る

農
家
支
援
に
つ
い
て
新
郷
村
独
自
の

支
援
は
考
え
て
い
る
の
か

答
弁

　櫻
井
村
長

　農
林
水
産
省
が
制
定
し
た
肥
料

価
格
高
騰
対
策
事
業
費
補
助
金
を

農
協
と
連
携
し
て
活
用
し
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
肥
料
価
格
高
騰
に
加

え
、
８
月
の
大
雨
に
よ
る
被
害
を
支

援
す
る
た
め
、
12
月
議
会
に
お
い
て

新
郷
村
独
自
の
支
援
策
を
盛
り
込

み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

答
弁

　高
見
農
林
課
長

　現
在
、
農
協
や
肥
料
販
売
店
な

ど
が
申
請
窓
口
の
体
制
づ
く
り
を

し
て
い
る
段
階
で
、
今
年
10
月
頃

を
目
処
に
申
請
を
受
け
付
け
る
予

定
と
聞
い
て
い
る
。

※

『
肥
料
価
格
高
騰
対
策
事
業
費

補
助
金
』と
は
、
令
和
４
年
６
月

か
ら
令
和
５
年
５
月
に
購
入
し
た

肥
料
が
対
象
と
な
り
、
化
学
肥
料

低
減
の
取
組
を
行
っ
た
上
で
、
前

年
度
か
ら
増
加
し
た
肥
料
費
に
つ

い
て
７
割
を
支
援
金
と
し
て
交
付

す
る
も
の
。
農
協
や
肥
料
販
売
店

な
ど
へ
の
５
戸
以
上
の
グ
ル
ー
プ

申
請
が
必
要
。

質
問
②

　郷
の
き
み
、
天
日
米
の
現

状
と
今
後
の
取
組
、
展
望
は

答
弁

　櫻
井
村
長

　郷
の
き
み
に
つ
い
て
は
、
今
後
は

ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
す
た
め
に
作

付
農
家
を
増
や
し
、
鳥
獣
被
害
防

止
対
策
の
た
め
の
電
気
牧
柵
支
援

等
を
考
え
て
い
き
た
い
。
天
日
米
に

つ
い
て
は
、
今
後
作
付
農
家
の
増
加

が
見
込
め
な
い
た
め
見
直
し
た
い
。

　９
月
８
日
に
開
催
し
た
決
算
特

別
委
員
会
の
内
容
で
す
。
稲
葉
嘉

浩
委
員
長
に
よ
り
議
事
進
行
さ
れ

ま
し
た
。

★
決
算
特
別
委
員
会
と
は

　前
年
度
決
算
の
認
定
審
査
の
た

め
に
設
置
さ
れ
る
委
員
会
の
こ
と

【
歳
出
・
総
務
管
理
費
】

◎
永
野

　範
英

　委
員

質
問

　交
通
安
全
施
設
設
置
工
事

82
万
３
５
７
０
円
の
内
容
は
。

○
髙
村
総
務
課
長

答
弁

　村
内
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
５
ヶ
所

の
修
繕
費
や
設
置
、
し
ん
ご
う
保
育

園
前
と
小
学
校
に
上
が
る
坂
の
道
路

の
白
線
を
引
い
た
分
で
あ
る
。

【
歳
出
・
企
画
振
興
費
】

◎
細
川

　真
理
子

　委
員

質
問

　村
特
産
品
等
Ｐ
Ｒ
業
務
委

託
１
５
０
０
万
円
の
内
容
は
。

○
櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

答
弁

　村
の
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
と
い

う
こ
と
で
、
ふ
る
さ
と
活
性
化
公

社
へ
業
務
委
託
し
て
い
る
。

◎
細
川

　真
理
子

　委
員

質
問

　新
商
品
開
発
販
売
促
進
事

業
等
補
助
金
２
０
０
万
円
の
内
容

は
。

○
櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

答
弁

　ふ
る
さ
と
活
性
化
公
社
に

毎
年
新
し
い
村
の
特
産
品
を
開
発

し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
昨
年
度
は

白
い
ウ
ィ
ン
ナ
ー
が
開
発
さ
れ
て

い
る
。

◎
永
野

　範
英

　委
員

質
問

　光
ケ
ー
ブ
ル
工
事
請
負
費

６
６
９
万
２
６
４
３
円
の
場
所
と

内
容
は
。

○
櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

答
弁

　扇
ノ
沢
７
分
団
屯
所
付
近

の
道
路
拡
張
工
事
に
あ
た
っ
て
の

電
柱
移
設
等
、
計
12
件
を
工
事
し

て
い
る
。

◎
永
野

　範
英

　委
員

質
問

　空
家
等
利
活
用
事
業
費
補

助
金
１
４
７
万
３
千
円
の
交
付
件

数
と
内
容
は
。

○
櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

答
弁

　空
家
を
購
入
し
た
方
１
件
、

賃
貸
で
入
っ
て
い
る
方
３
件
、
動

産
の
整
理
を
し
た
方
１
件
、
合
計

５
件
と
な
っ
て
い
る
。

【
歳
出
・
社
会
福
祉
費
】

◎
滝
沢

　仁

　委
員

質
問

　和
の
家
に
は
こ
こ
最
近
冬

場
泊
ま
り
に
来
る
人
が
い
な
い
よ
う

な
気
が
す
る
が
、
和
の
家
指
定
管
理

料
78
万
７
７
９
８
円
の
内
訳
は
。

○
沢
口
厚
生
課
長

答
弁

　平
成
29
年
度
を
最
後
に
和

の
家
の
入
居
者
は
今
ま
で
１
人
も

い
な
い
。
こ
の
経
費
は
社
会
福
祉

協
議
会
に
委
託
を
し
て
お
り
、
指

定
管
理
料
と
し
て
支
払
っ
て
い
る
。

○
櫻
井
村
長

答
弁

　こ
こ
数
年
希
望
者
が
な
い

こ
と
か
ら
、
今
後
ど
の
様
な
や
り

方
を
し
て
い
く
か
再
度
検
討
す
る
。

【
歳
出
・
児
童
福
祉
費
】

◎
細
川

　真
理
子

　委
員

質
問

　子
育
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
接
続
使
用
料
の
内
容
は
。

○
中
鶴
間
住
民
課
長

答
弁

　子
育
て
サ
ー
ビ
ス
の
検
索
や

児
童
手
当
、
保
育
園
利
用
申
込
み
を

電
子
申
請
で
出
来
る
サ
ー
ビ
ス
で

あ
り
、
申
請
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
が
必
要
に
な
る
。
現
在
普
及

が
進
ん
で
い
る
た
め
、
今
後
利
用
者

が
増
え
て
く
る
と
考
え
て
い
る
。

【
歳
出
・
水
道
費
】

◎
滝
沢

　仁

　委
員

質
問

　小
規
模
水
道
等
施
設
整
備

費
補
助
１
２
０
万
３
千
円
の
内
容

は
。

○
福
山
建
設
課
長

答
弁

　田
茂
代
の
小
規
模
水
道
67

万
５
千
円
、
川
代
の
小
規
模
水
道

52
万
８
千
円
と
な
っ
て
い
る
。

【
歳
出
・
農
業
費
】

◎
滝
沢

　仁

　委
員

質
問

　葉
た
ば
こ
振
興
対
策
事
業

補
助
２
９
０
万
円
は
何
戸
対
象
に

な
っ
て
い
る
か
。

○
高
見
農
林
課
長

答
弁

　対
象
農
家
26
戸
と
な
っ
て

い
る
。

【
歳
出
・
商
工
費
】

◎
永
野

　範
英

　委
員

質
問

　温
泉
事
業
管
理
運
営
費
燃

料
費
１
３
７
５
万
５
１
４
０
円
の

内
訳
は
。

○
櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

答
弁

　温
泉
の
送
迎
バ
ス
の
燃
料

費
、
館
内
の
暖
房
の
灯
油
、
草
刈

り
の
混
合
油
の
経
費
が
含
ま
れ
て

い
る
。
令
和
３
年
度
の
ボ
イ
ラ
ー

の
燃
料
は
薪
の
年
間
使
用
料
が
８

３
５
・
９
立
方
メ
ー
ト
ル
、
重
油

が
５
万
８
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル
と

な
っ
て
い
る
。

【
歳
出
・
消
防
費
】

◎
細
川

　真
理
子

　委
員

質
問

　消
防
団
員
中
型
自
動
車
免

許
取
得
費
助
成
金
15
万
円
に
つ
い

て
取
得
人
数
は
。

○
髙
村
総
務
課
長

答
弁

　２
名
に
助
成
、
２
名
が
取

得
し
て
い
る
。

◎
才
神

　幸
男

　委
員

質
問

　消
防
用
備
品
47
万
８
２
８

０
円
の
内
容
は
。

○
髙
村
総
務
課
長

答
弁

　新
入
団
員
の
活
動
服
一
式

等
の
購
入
費
と
な
っ
て
い
る
。

【
歳
出
・
保
健
体
育
費
】

◎
才
神

　幸
男

　委
員

質
問

　ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
報
酬

等
の
内
容
は
。

○
福
山
教
育
委
員
会
総
務
課
長

答
弁

　ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
に
行

事
・
会
議
、
駅
伝
関
係
に
出
た
分

を
報
酬
と
し
て
年
間
で
23
万
８
５

０
０
円
支
払
っ
て
い
る
。

【
歳
入
・
使
用
料
】

◎
永
野

　範
英

　委
員

質
問

　使
用
料
及
び
手
数
料
の
収

入
未
済
額
91
万
９
９
７
３
円
の
未

納
世
帯
数
は
。

○
福
山
建
設
課
長

答
弁

　未
納
世
帯
数
は
全
部
で
20

件
に
な
る
。

　９
月
９
日
に
開
催
し
た
議
案
審

議
の
質
疑
の
内
容
で
す
。

【
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

案
に
つ
い
て
】

質
疑

　滝
沢

　
　仁

　議
員

　地
域
お
こ
し
協
力
隊
募
集
業
務

委
託
料
１
８
０
万
円
、
お
た
め
し

地
域
お
こ
し
協
力
隊
実
施
業
務
委

託
１
０
０
万
円
の
内
容
は
。

答
弁

　櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

　地
域
お
こ
し
協
力
隊
募
集
業
務

委
託
料
は
企
画
振
興
費
、
媒
体
出

稿
費
等
に
な
っ
て
い
る
。
お
た
め

し
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
業
務
委

託
料
は
企
画
費
、
ス
タ
ッ
フ
旅
費

宿
泊
費
、
交
流
会
の
運
営
費
等
に

な
っ
て
い
る
。
事
業
費
の
財
源
は

全
額
が
特
別
交
付
税
で
あ
る
。

再
質
疑

　滝
沢

　
　仁

　議
員

　地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て

の
村
長
の
考
え
は
。

答
弁

　櫻
井
村
長

　地
域
お
こ
し
、
地
域
の
活
性
化

の
た
め
に
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
力
も
借
り
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
考
え
で
あ
り
、
応
募
を
期

待
し
て
い
る
。

【
歳
入
・
村
民
税
】

◎
滝
沢

　
　仁

　委
員

質
問

　法
人
分
収
入
未
済
額
20
万

円
と
あ
る
が
、
同
一
法
人
か
。

○
戸
田
税
務
課
長

答
弁

　同
じ
事
業
者
が
20
万
円
で

４
年
分
が
未
納
に
な
っ
て
い
る
。

【
歳
入
・
負
担
金
】

◎
滝
沢

　仁

　委
員

質
問

　農
林
水
産
費
負
担
金
９
万

円
の
内
容
は
。

○
高
見
農
林
課
長

答
弁

　償
還
負
担
金
と
な
っ
て
お

り
、
２
年
度
は
３
名
、
３
年
度
は

１
名
、
２
年
度
と
３
年
度
重
複
し

て
い
る
方
が
１
名
と
な
っ
て
い
る
。

【
歳
入
・
雑
入
】

◎
滝
沢

　仁

　委
員

質
問

　雑
入
、
３
４
８
万
６
９
６

８
円
の
内
容
は
。

○
中
鶴
間
住
民
課
長

答
弁

　令
和
２
年
度
市
町
村
療
養

給
付
費
の
負
担
金
の
確
定
に
伴
う

青
森
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
か
ら
の
返
還
金
等
と
な
っ
て

い
る
。

　令
和
４
年
７
月
13
日
、
青
森
市

に
て
県
下
町
村
議
会
議
員
研
修
会

が
開
催
さ
れ
、
村
議
員
７
名
が
出

席
し
ま
し
た
。
政
治
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
田
﨑
史
郎
氏
の「
今
後
の
政

局
・
政
治
展
望
」と
題
し
た
講
演

を
聴
き
、
今
後
の
議
会
活
動
の
参

考
と
し
ま
し
た
。

　令
和
４
年
９
月
６
日
、
産
業
建

設
常
任
委
員
会
に
て
、
細
川
委
員

長
、
永
野
副
委
員
長
、
滝
沢
委

員
、
横
道
委
員
が
、
８
月
の
大
雨

に
よ
る
村
内
の
被
害
箇
所
を
調
査

し
ま
し
た
。
村
担
当
課
か
ら
道
路

や
水
路
等
の
崩
落
箇
所
な
ど
を
現

地
に
行
っ
て
説
明
し
て
も
ら
い
、

計
５
ヶ
所
を
視
察
し
ま
し
た
。

　令
和
４
年
９
月
30
日
、
議
会
運

営
委
員
の
滝
沢
委
員
長
、
才
神
副

委
員
長
が
、
南
部
町
に
て
議
会
運

営
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
使
用
状
況
に
つ

い
て
調
査
し
て
き
ま
し
た
。
南
部

町
議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
長
・

南
部
町
議
会
議
員
の
松
本
啓
吾
氏

に
ご
出
席
・
ご
説
明
い
た
だ
き
、

村
議
会
で
の
活
用
に
つ
い
て
検
討

し
ま
し
た
。

～令和４年９月定例会（９月２日～９日）～～令和４年９月定例会 ９月２日～９日

新郷村議会だより
令
和
４
年
９
月
定
例
会
日
程

９
月
２
日

　開
会

９
月
３
日

　議
案
熟
考

９
月
４
日

　議
案
熟
考

９
月
５
日

　議
案
熟
考

９
月
６
日

　常
任
委
員
会

９
月
７
日

　一
般
質
問

９
月
８
日

　決
算
特
別
委
員
会

９
月
９
日

　議
案
審
議

一

般

質

問

村特産品の『郷のきみ』

決
算
特
別
委
員
会
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　新
郷
村
議
会
の
定
例
会
は
３

月
、
６
月
、
９
月
、
12
月
と
年
４

回
開
催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
３
月

に
は
予
算
特
別
委
員
会
、
９
月
に

は
決
算
特
別
委
員
会
が
開
か
れ
、

活
発
に
議
論
さ
れ
ま
す
。

　令
和
４
年
第
３
回
定
例
会
が
９

月
２
日（
金
）か
ら
９
月
９
日（
金
）

の
８
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
本
議
会
で
は
議
案
20
件
が

審
議
さ
れ
、
全
て
原
案
の
と
お
り

同
意
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　本
定
例
会
の
中
か
ら
７
日
の

一
般
質
問
、
８
日
の
決
算
特
別
委

員
会
、
９
日
の
議
案
審
議
の
３
日

間
の
内
容
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

　９
月
７
日
に
は
４
名
の
議
員
が

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

★
一
般
質
問
と
は

　議
員
が
村
の
施
策
の
状
況
や
方

針
な
ど
に
つ
い
て
、
報
告
、
説
明

を
求
め
た
り
質
問
す
る
こ
と

一

　永
野

　範
英

　議
員

質
問
①

　若
者
の
雇
用
の
場
の
創
出

『
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合

制
度
』の
導
入
を

答
弁

　櫻
井
村
長

　「
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同

組
合
制
度
」が
始
ま
っ
た
令
和
２

年
に
担
当
課
に
お
い
て
実
現
の
可

能
性
を
検
討
し
た
こ
と
が
あ
る

が
、
意
欲
の
あ
る
事
業
者
が
い
な

い
、
通
年
で
の
仕
事
の
確
保
が
出

来
な
い
な
ど
の
理
由
に
よ
り
断
念

し
た
。
事
業
が
う
ま
く
回
れ
ば
雇

用
創
出
に
役
立
つ
制
度
だ
と
思

う
。
組
合
を
作
っ
て
事
業
を
行
い

た
い
と
い
う
人
が
現
れ
る
よ
う
、

ま
ず
は
制
度
の
周
知
を
図
る
た
め

に
広
報
活
動
を
し
て
い
き
た
い
。

※

『
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同

制
度
』と
は
、
人
口
が
減
少
し
て

い
る
地
域
に
お
い
て
働
き
手
と
な
る

人
材
の
確
保
に
よ
り
、
地
域
経
済

の
活
性
化
、
若
者
の
定
住
促
進
を

図
る
事
業
で
、
人
材
を
必
要
と
す

る
事
業
者
等
に
対
し
て
、
人
材
の

派
遣
を
行
う
派
遣
事
業
の
こ
と
。

質
問
②

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
今
年
８
月
末
現
在
ま
で
の

「
新
郷
村
内
の
累
計
感
染
者
数
」と

「
今
後
村
民
に
対
し
て
の
感
染
防
止

対
策
」に
つ
い
て
村
当
局
の
考
え
は

答
弁

　櫻
井
村
長

　累
計
感
染
者
数
は
８
月
末
現
在

で
１
５
４
名
と
な
っ
て
い
る
。
感

染
防
止
対
策
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
の
実
施
体

制
を
整
え
、
速
や
か
に
予
防
接
種

を
実
施
し
て
い
き
た
い
。
重
症
化

し
や
す
い
高
齢
者
に
お
い
て
は
、

77
・
６
％
の
方
が
８
月
中
に
４
回

目
接
種
を
終
え
て
い
る
。
今
後
も

関
係
部
署
と
連
携
し
、
希
望
者
が

接
種
で
き
る
機
会
を
提
供
し
て
い

き
た
い
。

二

　才
神

　
　幸
男

　議
員

質
問
①

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
つ
い
て

１
．
村
内
の
感
染
状
況
、
今
後
の
予

防
対
策
に
つ
い
て
、
重
症
者
が
出
た

り
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
た
場
合
、

診
療
所
で
対
応
で
き
る
の
か

答
弁

　櫻
井
村
長

　発
熱
や
咳
な
ど
風
邪
の
症
状
、

体
調
不
良
が
あ
る
な
ど
感
染
が
疑

わ
れ
る
場
合
は
、
県
で
行
っ
て
い

る
臨
時
ウ
ェ
ブ
検
査
キ
ッ
ト
セ
ン

タ
ー
や
、
薬
局
で
無
料
配
布
す
る

検
査
キ
ッ
ト
を
活
用
し
、
い
ち
早

く
検
査
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
周
知

し
て
い
き
た
い
。

　新
郷
診
療
所
で
は
、
発
熱
外
来

で
の
検
査
体
制
は
整
え
て
い
る
も

の
の
、
重
症
者
や
ク
ラ
ス
タ
ー
へ

の
対
応
に
つ
い
て
は
県
の
管
轄
す

る
分
野
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
に

お
い
て
も
村
民
の
安
全
を
期
す
た

め
治
療
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
よ
う

努
力
し
て
い
き
た
い
。

２
．
学
校
で
は
行
事
を
実
施
し
て
い

く
上
で
、
ど
の
よ
う
な
感
染
予
防
対

策
を
と
っ
て
い
く
の
か

答
弁

　岡
田
教
育
長

　学
校
は
基
本
的
に
新
し
い
生
活

様
式
に
則
っ
て
、
最
大
限
の
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
対
策
を

と
っ
て
お
り
、
各
種
行
事
は
規
模

縮
小
、
時
間
短
縮
、
実
施
方
法
の

見
直
し
を
図
り
な
が
ら
実
施
し
て

い
る
。

再
質
問

　部
活
動
・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
で
の
感
染
予
防
対
策
は

答
弁

　岡
田
教
育
長

　指
導
者
は
決
ま
っ
て
い
る
た
め
、

そ
の
団
体
の
方
に
お
願
い
し
て
対

策
を
と
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

三

　滝
沢

　
　仁

　議
員

質
問
①

　鳥
獣
被
害
防
止
の
現
状
と

今
後
の
対
策
に
つ
い
て
、
現
状
で
は

ど
の
く
ら
い
の
被
害
が
あ
り
、
ど
の

よ
う
な
対
策
を
し
て
い
る
の
か
、

ま
た
、
農
林
水
産
省
の
鳥
獣
被
害
防

止
対
策
交
付
金
等
を
活
用
し
、
被
害

防
止
対
策
す
べ
き
で
な
い
か

答
弁

　高
見
農
林
課
長

　現
状
、
イ
ノ
シ
シ
、
ク
マ
、

ハ
ク
ビ
シ
ン
、
シ
カ
、
キ
ツ
ネ
等

の
被
害
が
あ
る
。

答
弁

　櫻
井
村
長

　現
在
、
青
森
県
猟
友
会
新
郷
支

部
の
協
力
を
得
て
被
害
防
止
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
、
捕

獲
対
応
の
た
め
に
狩
猟
免
許
取
得

者
の
育
成
な
ど
体
制
整
備
を
し
て

い
き
た
い
。
ま
た
交
付
金
の
活
用

に
つ
い
て
は
、
地
域
住
民
で
構
成

す
る
捕
獲
サ
ポ
ー
ト
隊
の
設
立
な

ど
地
域
の
協
力
が
必
要
と
な
る
た

め
、
関
係
団
体
を
含
め
話
し
合
い

の
機
会
を
検
討
し
て
い
く
。

※

『
捕
獲
サ
ポ
ー
ト
隊
』と
は
、

地
域
住
民
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
、

捕
獲
活
動（
日
々
の
ワ
ナ
の
見
回

り
や
、
有
害
鳥
獣
の
追
い
払
い
な

ど
）を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
、

捕
獲
従
事
者
の
負
担
軽
減
を
図
る

隊
の
こ
と
。

四

　稲
葉

　嘉
浩

　議
員

質
問
①

　肥
料
価
格
高
騰
に
対
す
る

農
家
支
援
に
つ
い
て
新
郷
村
独
自
の

支
援
は
考
え
て
い
る
の
か

答
弁

　櫻
井
村
長

　農
林
水
産
省
が
制
定
し
た
肥
料

価
格
高
騰
対
策
事
業
費
補
助
金
を

農
協
と
連
携
し
て
活
用
し
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
肥
料
価
格
高
騰
に
加

え
、
８
月
の
大
雨
に
よ
る
被
害
を
支

援
す
る
た
め
、
12
月
議
会
に
お
い
て

新
郷
村
独
自
の
支
援
策
を
盛
り
込

み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

答
弁

　高
見
農
林
課
長

　現
在
、
農
協
や
肥
料
販
売
店
な

ど
が
申
請
窓
口
の
体
制
づ
く
り
を

し
て
い
る
段
階
で
、
今
年
10
月
頃

を
目
処
に
申
請
を
受
け
付
け
る
予

定
と
聞
い
て
い
る
。

※

『
肥
料
価
格
高
騰
対
策
事
業
費

補
助
金
』と
は
、
令
和
４
年
６
月

か
ら
令
和
５
年
５
月
に
購
入
し
た

肥
料
が
対
象
と
な
り
、
化
学
肥
料

低
減
の
取
組
を
行
っ
た
上
で
、
前

年
度
か
ら
増
加
し
た
肥
料
費
に
つ

い
て
７
割
を
支
援
金
と
し
て
交
付

す
る
も
の
。
農
協
や
肥
料
販
売
店

な
ど
へ
の
５
戸
以
上
の
グ
ル
ー
プ

申
請
が
必
要
。

質
問
②

　郷
の
き
み
、
天
日
米
の
現

状
と
今
後
の
取
組
、
展
望
は

答
弁

　櫻
井
村
長

　郷
の
き
み
に
つ
い
て
は
、
今
後
は

ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
す
た
め
に
作

付
農
家
を
増
や
し
、
鳥
獣
被
害
防

止
対
策
の
た
め
の
電
気
牧
柵
支
援

等
を
考
え
て
い
き
た
い
。
天
日
米
に

つ
い
て
は
、
今
後
作
付
農
家
の
増
加

が
見
込
め
な
い
た
め
見
直
し
た
い
。

　９
月
８
日
に
開
催
し
た
決
算
特

別
委
員
会
の
内
容
で
す
。
稲
葉
嘉

浩
委
員
長
に
よ
り
議
事
進
行
さ
れ

ま
し
た
。

★
決
算
特
別
委
員
会
と
は

　前
年
度
決
算
の
認
定
審
査
の
た

め
に
設
置
さ
れ
る
委
員
会
の
こ
と

【
歳
出
・
総
務
管
理
費
】

◎
永
野

　範
英

　委
員

質
問

　交
通
安
全
施
設
設
置
工
事

82
万
３
５
７
０
円
の
内
容
は
。

○
髙
村
総
務
課
長

答
弁

　村
内
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
５
ヶ
所

の
修
繕
費
や
設
置
、
し
ん
ご
う
保
育

園
前
と
小
学
校
に
上
が
る
坂
の
道
路

の
白
線
を
引
い
た
分
で
あ
る
。

【
歳
出
・
企
画
振
興
費
】

◎
細
川

　真
理
子

　委
員

質
問

　村
特
産
品
等
Ｐ
Ｒ
業
務
委

託
１
５
０
０
万
円
の
内
容
は
。

○
櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

答
弁

　村
の
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
と
い

う
こ
と
で
、
ふ
る
さ
と
活
性
化
公

社
へ
業
務
委
託
し
て
い
る
。

◎
細
川

　真
理
子

　委
員

質
問

　新
商
品
開
発
販
売
促
進
事

業
等
補
助
金
２
０
０
万
円
の
内
容

は
。

○
櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

答
弁

　ふ
る
さ
と
活
性
化
公
社
に

毎
年
新
し
い
村
の
特
産
品
を
開
発

し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
昨
年
度
は

白
い
ウ
ィ
ン
ナ
ー
が
開
発
さ
れ
て

い
る
。

◎
永
野

　範
英

　委
員

質
問

　光
ケ
ー
ブ
ル
工
事
請
負
費

６
６
９
万
２
６
４
３
円
の
場
所
と

内
容
は
。

○
櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

答
弁

　扇
ノ
沢
７
分
団
屯
所
付
近

の
道
路
拡
張
工
事
に
あ
た
っ
て
の

電
柱
移
設
等
、
計
12
件
を
工
事
し

て
い
る
。

◎
永
野

　範
英

　委
員

質
問

　空
家
等
利
活
用
事
業
費
補

助
金
１
４
７
万
３
千
円
の
交
付
件

数
と
内
容
は
。

○
櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

答
弁

　空
家
を
購
入
し
た
方
１
件
、

賃
貸
で
入
っ
て
い
る
方
３
件
、
動

産
の
整
理
を
し
た
方
１
件
、
合
計

５
件
と
な
っ
て
い
る
。

【
歳
出
・
社
会
福
祉
費
】

◎
滝
沢

　仁

　委
員

質
問

　和
の
家
に
は
こ
こ
最
近
冬

場
泊
ま
り
に
来
る
人
が
い
な
い
よ
う

な
気
が
す
る
が
、
和
の
家
指
定
管
理

料
78
万
７
７
９
８
円
の
内
訳
は
。

○
沢
口
厚
生
課
長

答
弁

　平
成
29
年
度
を
最
後
に
和

の
家
の
入
居
者
は
今
ま
で
１
人
も

い
な
い
。
こ
の
経
費
は
社
会
福
祉

協
議
会
に
委
託
を
し
て
お
り
、
指

定
管
理
料
と
し
て
支
払
っ
て
い
る
。

○
櫻
井
村
長

答
弁

　こ
こ
数
年
希
望
者
が
な
い

こ
と
か
ら
、
今
後
ど
の
様
な
や
り

方
を
し
て
い
く
か
再
度
検
討
す
る
。

【
歳
出
・
児
童
福
祉
費
】

◎
細
川

　真
理
子

　委
員

質
問

　子
育
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
接
続
使
用
料
の
内
容
は
。

○
中
鶴
間
住
民
課
長

答
弁

　子
育
て
サ
ー
ビ
ス
の
検
索
や

児
童
手
当
、
保
育
園
利
用
申
込
み
を

電
子
申
請
で
出
来
る
サ
ー
ビ
ス
で

あ
り
、
申
請
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
が
必
要
に
な
る
。
現
在
普
及

が
進
ん
で
い
る
た
め
、
今
後
利
用
者

が
増
え
て
く
る
と
考
え
て
い
る
。

【
歳
出
・
水
道
費
】

◎
滝
沢

　仁

　委
員

質
問

　小
規
模
水
道
等
施
設
整
備

費
補
助
１
２
０
万
３
千
円
の
内
容

は
。

○
福
山
建
設
課
長

答
弁

　田
茂
代
の
小
規
模
水
道
67

万
５
千
円
、
川
代
の
小
規
模
水
道

52
万
８
千
円
と
な
っ
て
い
る
。

【
歳
出
・
農
業
費
】

◎
滝
沢

　仁

　委
員

質
問

　葉
た
ば
こ
振
興
対
策
事
業

補
助
２
９
０
万
円
は
何
戸
対
象
に

な
っ
て
い
る
か
。

○
高
見
農
林
課
長

答
弁

　対
象
農
家
26
戸
と
な
っ
て

い
る
。

【
歳
出
・
商
工
費
】

◎
永
野

　範
英

　委
員

質
問

　温
泉
事
業
管
理
運
営
費
燃

料
費
１
３
７
５
万
５
１
４
０
円
の

内
訳
は
。

○
櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

答
弁

　温
泉
の
送
迎
バ
ス
の
燃
料

費
、
館
内
の
暖
房
の
灯
油
、
草
刈

り
の
混
合
油
の
経
費
が
含
ま
れ
て

い
る
。
令
和
３
年
度
の
ボ
イ
ラ
ー

の
燃
料
は
薪
の
年
間
使
用
料
が
８

３
５
・
９
立
方
メ
ー
ト
ル
、
重
油

が
５
万
８
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル
と

な
っ
て
い
る
。

【
歳
出
・
消
防
費
】

◎
細
川

　真
理
子

　委
員

質
問

　消
防
団
員
中
型
自
動
車
免

許
取
得
費
助
成
金
15
万
円
に
つ
い

て
取
得
人
数
は
。

○
髙
村
総
務
課
長

答
弁

　２
名
に
助
成
、
２
名
が
取

得
し
て
い
る
。

◎
才
神

　幸
男

　委
員

質
問

　消
防
用
備
品
47
万
８
２
８

０
円
の
内
容
は
。

○
髙
村
総
務
課
長

答
弁

　新
入
団
員
の
活
動
服
一
式

等
の
購
入
費
と
な
っ
て
い
る
。

【
歳
出
・
保
健
体
育
費
】

◎
才
神

　幸
男

　委
員

質
問

　ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
報
酬

等
の
内
容
は
。

○
福
山
教
育
委
員
会
総
務
課
長

答
弁

　ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
に
行

事
・
会
議
、
駅
伝
関
係
に
出
た
分

を
報
酬
と
し
て
年
間
で
23
万
８
５

０
０
円
支
払
っ
て
い
る
。

【
歳
入
・
使
用
料
】

◎
永
野

　範
英

　委
員

質
問

　使
用
料
及
び
手
数
料
の
収

入
未
済
額
91
万
９
９
７
３
円
の
未

納
世
帯
数
は
。

○
福
山
建
設
課
長

答
弁

　未
納
世
帯
数
は
全
部
で
20

件
に
な
る
。

　９
月
９
日
に
開
催
し
た
議
案
審

議
の
質
疑
の
内
容
で
す
。

【
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

案
に
つ
い
て
】

質
疑

　滝
沢

　
　仁

　議
員

　地
域
お
こ
し
協
力
隊
募
集
業
務

委
託
料
１
８
０
万
円
、
お
た
め
し

地
域
お
こ
し
協
力
隊
実
施
業
務
委

託
１
０
０
万
円
の
内
容
は
。

答
弁

　櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

　地
域
お
こ
し
協
力
隊
募
集
業
務

委
託
料
は
企
画
振
興
費
、
媒
体
出

稿
費
等
に
な
っ
て
い
る
。
お
た
め

し
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
業
務
委

託
料
は
企
画
費
、
ス
タ
ッ
フ
旅
費

宿
泊
費
、
交
流
会
の
運
営
費
等
に

な
っ
て
い
る
。
事
業
費
の
財
源
は

全
額
が
特
別
交
付
税
で
あ
る
。

再
質
疑

　滝
沢

　
　仁

　議
員

　地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て

の
村
長
の
考
え
は
。

答
弁

　櫻
井
村
長

　地
域
お
こ
し
、
地
域
の
活
性
化

の
た
め
に
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
力
も
借
り
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
考
え
で
あ
り
、
応
募
を
期

待
し
て
い
る
。

【
歳
入
・
村
民
税
】

◎
滝
沢

　
　仁

　委
員

質
問

　法
人
分
収
入
未
済
額
20
万

円
と
あ
る
が
、
同
一
法
人
か
。

○
戸
田
税
務
課
長

答
弁

　同
じ
事
業
者
が
20
万
円
で

４
年
分
が
未
納
に
な
っ
て
い
る
。

【
歳
入
・
負
担
金
】

◎
滝
沢

　仁

　委
員

質
問

　農
林
水
産
費
負
担
金
９
万

円
の
内
容
は
。

○
高
見
農
林
課
長

答
弁

　償
還
負
担
金
と
な
っ
て
お

り
、
２
年
度
は
３
名
、
３
年
度
は

１
名
、
２
年
度
と
３
年
度
重
複
し

て
い
る
方
が
１
名
と
な
っ
て
い
る
。

【
歳
入
・
雑
入
】

◎
滝
沢

　仁

　委
員

質
問

　雑
入
、
３
４
８
万
６
９
６

８
円
の
内
容
は
。

○
中
鶴
間
住
民
課
長

答
弁

　令
和
２
年
度
市
町
村
療
養

給
付
費
の
負
担
金
の
確
定
に
伴
う

青
森
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
か
ら
の
返
還
金
等
と
な
っ
て

い
る
。

　令
和
４
年
７
月
13
日
、
青
森
市

に
て
県
下
町
村
議
会
議
員
研
修
会

が
開
催
さ
れ
、
村
議
員
７
名
が
出

席
し
ま
し
た
。
政
治
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
田
﨑
史
郎
氏
の「
今
後
の
政

局
・
政
治
展
望
」と
題
し
た
講
演

を
聴
き
、
今
後
の
議
会
活
動
の
参

考
と
し
ま
し
た
。

　令
和
４
年
９
月
６
日
、
産
業
建

設
常
任
委
員
会
に
て
、
細
川
委
員

長
、
永
野
副
委
員
長
、
滝
沢
委

員
、
横
道
委
員
が
、
８
月
の
大
雨

に
よ
る
村
内
の
被
害
箇
所
を
調
査

し
ま
し
た
。
村
担
当
課
か
ら
道
路

や
水
路
等
の
崩
落
箇
所
な
ど
を
現

地
に
行
っ
て
説
明
し
て
も
ら
い
、

計
５
ヶ
所
を
視
察
し
ま
し
た
。

　令
和
４
年
９
月
30
日
、
議
会
運

営
委
員
の
滝
沢
委
員
長
、
才
神
副

委
員
長
が
、
南
部
町
に
て
議
会
運

営
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
使
用
状
況
に
つ

い
て
調
査
し
て
き
ま
し
た
。
南
部

町
議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
長
・

南
部
町
議
会
議
員
の
松
本
啓
吾
氏

に
ご
出
席
・
ご
説
明
い
た
だ
き
、

村
議
会
で
の
活
用
に
つ
い
て
検
討

し
ま
し
た
。

～令和４年９月定例会（９月２日～９日）～

新郷村議会だより
令
和
４
年
９
月
定
例
会
日
程

９
月
２
日

　開
会

９
月
３
日

　議
案
熟
考

９
月
４
日

　議
案
熟
考

９
月
５
日

　議
案
熟
考

９
月
６
日

　常
任
委
員
会

９
月
７
日

　一
般
質
問

９
月
８
日

　決
算
特
別
委
員
会

９
月
９
日

　議
案
審
議

一

般

質

問

村特産品の『郷のきみ』

決
算
特
別
委
員
会
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新
郷
村
議
会
の
定
例
会
は
３

月
、
６
月
、
９
月
、
12
月
と
年
４

回
開
催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
３
月

に
は
予
算
特
別
委
員
会
、
９
月
に

は
決
算
特
別
委
員
会
が
開
か
れ
、

活
発
に
議
論
さ
れ
ま
す
。

　
令
和
４
年
第
３
回
定
例
会
が
９

月
２
日（
金
）か
ら
９
月
９
日（
金
）

の
８
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
本
議
会
で
は
議
案
20
件
が

審
議
さ
れ
、
全
て
原
案
の
と
お
り

同
意
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
定
例
会
の
中
か
ら
７
日
の

一
般
質
問
、
８
日
の
決
算
特
別
委

員
会
、
９
日
の
議
案
審
議
の
３
日

間
の
内
容
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

　
９
月
７
日
に
は
４
名
の
議
員
が

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

★
一
般
質
問
と
は

　
議
員
が
村
の
施
策
の
状
況
や
方

針
な
ど
に
つ
い
て
、
報
告
、
説
明

を
求
め
た
り
質
問
す
る
こ
と

一
　
永
野
　
範
英
　
議
員

質
問
①
　
若
者
の
雇
用
の
場
の
創
出

『
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合

制
度
』の
導
入
を

答
弁
　
櫻
井
村
長

　「
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同

組
合
制
度
」が
始
ま
っ
た
令
和
２

年
に
担
当
課
に
お
い
て
実
現
の
可

能
性
を
検
討
し
た
こ
と
が
あ
る

が
、
意
欲
の
あ
る
事
業
者
が
い
な

い
、
通
年
で
の
仕
事
の
確
保
が
出

来
な
い
な
ど
の
理
由
に
よ
り
断
念

し
た
。
事
業
が
う
ま
く
回
れ
ば
雇

用
創
出
に
役
立
つ
制
度
だ
と
思

う
。
組
合
を
作
っ
て
事
業
を
行
い

た
い
と
い
う
人
が
現
れ
る
よ
う
、

ま
ず
は
制
度
の
周
知
を
図
る
た
め

に
広
報
活
動
を
し
て
い
き
た
い
。

※

『
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同

制
度
』と
は
、
人
口
が
減
少
し
て

い
る
地
域
に
お
い
て
働
き
手
と
な
る

人
材
の
確
保
に
よ
り
、
地
域
経
済

の
活
性
化
、
若
者
の
定
住
促
進
を

図
る
事
業
で
、
人
材
を
必
要
と
す

る
事
業
者
等
に
対
し
て
、
人
材
の

派
遣
を
行
う
派
遣
事
業
の
こ
と
。

質
問
②
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
今
年
８
月
末
現
在
ま
で
の

「
新
郷
村
内
の
累
計
感
染
者
数
」と

「
今
後
村
民
に
対
し
て
の
感
染
防
止

対
策
」に
つ
い
て
村
当
局
の
考
え
は

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
累
計
感
染
者
数
は
８
月
末
現
在

で
１
５
４
名
と
な
っ
て
い
る
。
感

染
防
止
対
策
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
の
実
施
体

制
を
整
え
、
速
や
か
に
予
防
接
種

を
実
施
し
て
い
き
た
い
。
重
症
化

し
や
す
い
高
齢
者
に
お
い
て
は
、

77
・
６
％
の
方
が
８
月
中
に
４
回

目
接
種
を
終
え
て
い
る
。
今
後
も

関
係
部
署
と
連
携
し
、
希
望
者
が

接
種
で
き
る
機
会
を
提
供
し
て
い

き
た
い
。

二
　
才
神
　
　
幸
男
　
議
員

質
問
①
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
つ
い
て

１
．
村
内
の
感
染
状
況
、
今
後
の
予

防
対
策
に
つ
い
て
、
重
症
者
が
出
た

り
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
た
場
合
、

診
療
所
で
対
応
で
き
る
の
か

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
発
熱
や
咳
な
ど
風
邪
の
症
状
、

体
調
不
良
が
あ
る
な
ど
感
染
が
疑

わ
れ
る
場
合
は
、
県
で
行
っ
て
い

る
臨
時
ウ
ェ
ブ
検
査
キ
ッ
ト
セ
ン

タ
ー
や
、
薬
局
で
無
料
配
布
す
る

検
査
キ
ッ
ト
を
活
用
し
、
い
ち
早

く
検
査
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
周
知

し
て
い
き
た
い
。

　
新
郷
診
療
所
で
は
、
発
熱
外
来

で
の
検
査
体
制
は
整
え
て
い
る
も

の
の
、
重
症
者
や
ク
ラ
ス
タ
ー
へ

の
対
応
に
つ
い
て
は
県
の
管
轄
す

る
分
野
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
に

お
い
て
も
村
民
の
安
全
を
期
す
た

め
治
療
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
よ
う

努
力
し
て
い
き
た
い
。

２
．
学
校
で
は
行
事
を
実
施
し
て
い

く
上
で
、
ど
の
よ
う
な
感
染
予
防
対

策
を
と
っ
て
い
く
の
か

答
弁
　
岡
田
教
育
長

　
学
校
は
基
本
的
に
新
し
い
生
活

様
式
に
則
っ
て
、
最
大
限
の
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
対
策
を

と
っ
て
お
り
、
各
種
行
事
は
規
模

縮
小
、
時
間
短
縮
、
実
施
方
法
の

見
直
し
を
図
り
な
が
ら
実
施
し
て

い
る
。

再
質
問
　
部
活
動
・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
で
の
感
染
予
防
対
策
は

答
弁
　
岡
田
教
育
長

　
指
導
者
は
決
ま
っ
て
い
る
た
め
、

そ
の
団
体
の
方
に
お
願
い
し
て
対

策
を
と
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

三
　
滝
沢
　
　仁
　
議
員

質
問
①
　
鳥
獣
被
害
防
止
の
現
状
と

今
後
の
対
策
に
つ
い
て
、
現
状
で
は

ど
の
く
ら
い
の
被
害
が
あ
り
、
ど
の

よ
う
な
対
策
を
し
て
い
る
の
か
、

ま
た
、
農
林
水
産
省
の
鳥
獣
被
害
防

止
対
策
交
付
金
等
を
活
用
し
、
被
害

防
止
対
策
す
べ
き
で
な
い
か

答
弁
　
高
見
農
林
課
長

　
現
状
、
イ
ノ
シ
シ
、
ク
マ
、

ハ
ク
ビ
シ
ン
、
シ
カ
、
キ
ツ
ネ
等

の
被
害
が
あ
る
。

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
現
在
、
青
森
県
猟
友
会
新
郷
支

部
の
協
力
を
得
て
被
害
防
止
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
、
捕

獲
対
応
の
た
め
に
狩
猟
免
許
取
得

者
の
育
成
な
ど
体
制
整
備
を
し
て

い
き
た
い
。
ま
た
交
付
金
の
活
用

に
つ
い
て
は
、
地
域
住
民
で
構
成

す
る
捕
獲
サ
ポ
ー
ト
隊
の
設
立
な

ど
地
域
の
協
力
が
必
要
と
な
る
た

め
、
関
係
団
体
を
含
め
話
し
合
い

の
機
会
を
検
討
し
て
い
く
。

※

『
捕
獲
サ
ポ
ー
ト
隊
』と
は
、

地
域
住
民
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
、

捕
獲
活
動（
日
々
の
ワ
ナ
の
見
回

り
や
、
有
害
鳥
獣
の
追
い
払
い
な

ど
）を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
、

捕
獲
従
事
者
の
負
担
軽
減
を
図
る

隊
の
こ
と
。

四
　
稲
葉
　
嘉
浩
　
議
員

質
問
①
　
肥
料
価
格
高
騰
に
対
す
る

農
家
支
援
に
つ
い
て
新
郷
村
独
自
の

支
援
は
考
え
て
い
る
の
か

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
農
林
水
産
省
が
制
定
し
た
肥
料

価
格
高
騰
対
策
事
業
費
補
助
金
を

農
協
と
連
携
し
て
活
用
し
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
肥
料
価
格
高
騰
に
加

え
、
８
月
の
大
雨
に
よ
る
被
害
を
支

援
す
る
た
め
、
12
月
議
会
に
お
い
て

新
郷
村
独
自
の
支
援
策
を
盛
り
込

み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

答
弁
　
高
見
農
林
課
長

　
現
在
、
農
協
や
肥
料
販
売
店
な

ど
が
申
請
窓
口
の
体
制
づ
く
り
を

し
て
い
る
段
階
で
、
今
年
10
月
頃

を
目
処
に
申
請
を
受
け
付
け
る
予

定
と
聞
い
て
い
る
。

※

『
肥
料
価
格
高
騰
対
策
事
業
費

補
助
金
』と
は
、
令
和
４
年
６
月

か
ら
令
和
５
年
５
月
に
購
入
し
た

肥
料
が
対
象
と
な
り
、
化
学
肥
料

低
減
の
取
組
を
行
っ
た
上
で
、
前

年
度
か
ら
増
加
し
た
肥
料
費
に
つ

い
て
７
割
を
支
援
金
と
し
て
交
付

す
る
も
の
。
農
協
や
肥
料
販
売
店

な
ど
へ
の
５
戸
以
上
の
グ
ル
ー
プ

申
請
が
必
要
。

質
問
②
　
郷
の
き
み
、
天
日
米
の
現

状
と
今
後
の
取
組
、
展
望
は

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
郷
の
き
み
に
つ
い
て
は
、
今
後
は

ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
す
た
め
に
作

付
農
家
を
増
や
し
、
鳥
獣
被
害
防

止
対
策
の
た
め
の
電
気
牧
柵
支
援

等
を
考
え
て
い
き
た
い
。
天
日
米
に

つ
い
て
は
、
今
後
作
付
農
家
の
増
加

が
見
込
め
な
い
た
め
見
直
し
た
い
。

　
９
月
８
日
に
開
催
し
た
決
算
特

別
委
員
会
の
内
容
で
す
。
稲
葉
嘉

浩
委
員
長
に
よ
り
議
事
進
行
さ
れ

ま
し
た
。

★
決
算
特
別
委
員
会
と
は

　
前
年
度
決
算
の
認
定
審
査
の
た

め
に
設
置
さ
れ
る
委
員
会
の
こ
と

【
歳
出
・
総
務
管
理
費
】

◎
永
野
　
範
英
　
委
員

質
問
　
交
通
安
全
施
設
設
置
工
事

82
万
３
５
７
０
円
の
内
容
は
。

○
髙
村
総
務
課
長

答
弁
　
村
内
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
５
ヶ
所

の
修
繕
費
や
設
置
、
し
ん
ご
う
保
育

園
前
と
小
学
校
に
上
が
る
坂
の
道
路

の
白
線
を
引
い
た
分
で
あ
る
。

【
歳
出
・
企
画
振
興
費
】

◎
細
川
　
真
理
子
　
委
員

質
問
　
村
特
産
品
等
Ｐ
Ｒ
業
務
委

託
１
５
０
０
万
円
の
内
容
は
。

○
櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

答
弁
　
村
の
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
と
い

う
こ
と
で
、
ふ
る
さ
と
活
性
化
公

社
へ
業
務
委
託
し
て
い
る
。

◎
細
川
　
真
理
子
　
委
員

質
問
　
新
商
品
開
発
販
売
促
進
事

業
等
補
助
金
２
０
０
万
円
の
内
容

は
。

○
櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

答
弁
　
ふ
る
さ
と
活
性
化
公
社
に

毎
年
新
し
い
村
の
特
産
品
を
開
発

し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
昨
年
度
は

白
い
ウ
ィ
ン
ナ
ー
が
開
発
さ
れ
て

い
る
。

◎
永
野
　
範
英
　
委
員

質
問
　
光
ケ
ー
ブ
ル
工
事
請
負
費

６
６
９
万
２
６
４
３
円
の
場
所
と

内
容
は
。

○
櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

答
弁
　
扇
ノ
沢
７
分
団
屯
所
付
近

の
道
路
拡
張
工
事
に
あ
た
っ
て
の

電
柱
移
設
等
、
計
12
件
を
工
事
し

て
い
る
。

◎
永
野
　
範
英
　
委
員

質
問
　
空
家
等
利
活
用
事
業
費
補

助
金
１
４
７
万
３
千
円
の
交
付
件

数
と
内
容
は
。

○
櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

答
弁
　
空
家
を
購
入
し
た
方
１
件
、

賃
貸
で
入
っ
て
い
る
方
３
件
、
動

産
の
整
理
を
し
た
方
１
件
、
合
計

５
件
と
な
っ
て
い
る
。

【
歳
出
・
社
会
福
祉
費
】

◎
滝
沢
　
仁
　
委
員

質
問
　
和
の
家
に
は
こ
こ
最
近
冬

場
泊
ま
り
に
来
る
人
が
い
な
い
よ
う

な
気
が
す
る
が
、
和
の
家
指
定
管
理

料
78
万
７
７
９
８
円
の
内
訳
は
。

○
沢
口
厚
生
課
長

答
弁
　
平
成
29
年
度
を
最
後
に
和

の
家
の
入
居
者
は
今
ま
で
１
人
も

い
な
い
。
こ
の
経
費
は
社
会
福
祉

協
議
会
に
委
託
を
し
て
お
り
、
指

定
管
理
料
と
し
て
支
払
っ
て
い
る
。

○
櫻
井
村
長

答
弁
　
こ
こ
数
年
希
望
者
が
な
い

こ
と
か
ら
、
今
後
ど
の
様
な
や
り

方
を
し
て
い
く
か
再
度
検
討
す
る
。

【
歳
出
・
児
童
福
祉
費
】

◎
細
川
　
真
理
子
　
委
員

質
問
　
子
育
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
接
続
使
用
料
の
内
容
は
。

○
中
鶴
間
住
民
課
長

答
弁
　
子
育
て
サ
ー
ビ
ス
の
検
索
や

児
童
手
当
、
保
育
園
利
用
申
込
み
を

電
子
申
請
で
出
来
る
サ
ー
ビ
ス
で

あ
り
、
申
請
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
が
必
要
に
な
る
。
現
在
普
及

が
進
ん
で
い
る
た
め
、
今
後
利
用
者

が
増
え
て
く
る
と
考
え
て
い
る
。

【
歳
出
・
水
道
費
】

◎
滝
沢
　
仁
　
委
員

質
問
　
小
規
模
水
道
等
施
設
整
備

費
補
助
１
２
０
万
３
千
円
の
内
容

は
。

○
福
山
建
設
課
長

答
弁
　
田
茂
代
の
小
規
模
水
道
67

万
５
千
円
、
川
代
の
小
規
模
水
道

52
万
８
千
円
と
な
っ
て
い
る
。

【
歳
出
・
農
業
費
】

◎
滝
沢
　
仁
　
委
員

質
問
　
葉
た
ば
こ
振
興
対
策
事
業

補
助
２
９
０
万
円
は
何
戸
対
象
に

な
っ
て
い
る
か
。

○
高
見
農
林
課
長

答
弁
　
対
象
農
家
26
戸
と
な
っ
て

い
る
。

【
歳
出
・
商
工
費
】

◎
永
野
　
範
英
　
委
員

質
問
　
温
泉
事
業
管
理
運
営
費
燃

料
費
１
３
７
５
万
５
１
４
０
円
の

内
訳
は
。

○
櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

答
弁
　
温
泉
の
送
迎
バ
ス
の
燃
料

費
、
館
内
の
暖
房
の
灯
油
、
草
刈

り
の
混
合
油
の
経
費
が
含
ま
れ
て

い
る
。
令
和
３
年
度
の
ボ
イ
ラ
ー

の
燃
料
は
薪
の
年
間
使
用
料
が
８

３
５
・
９
立
方
メ
ー
ト
ル
、
重
油

が
５
万
８
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル
と

な
っ
て
い
る
。

【
歳
出
・
消
防
費
】

◎
細
川
　
真
理
子
　
委
員

質
問
　
消
防
団
員
中
型
自
動
車
免

許
取
得
費
助
成
金
15
万
円
に
つ
い

て
取
得
人
数
は
。

○
髙
村
総
務
課
長

答
弁
　
２
名
に
助
成
、
２
名
が
取

得
し
て
い
る
。

◎
才
神
　
幸
男
　
委
員

質
問
　
消
防
用
備
品
47
万
８
２
８

０
円
の
内
容
は
。

○
髙
村
総
務
課
長

答
弁
　
新
入
団
員
の
活
動
服
一
式

等
の
購
入
費
と
な
っ
て
い
る
。

【
歳
出
・
保
健
体
育
費
】

◎
才
神
　
幸
男
　
委
員

質
問
　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
報
酬

等
の
内
容
は
。

○
福
山
教
育
委
員
会
総
務
課
長

答
弁
　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
に
行

事
・
会
議
、
駅
伝
関
係
に
出
た
分

を
報
酬
と
し
て
年
間
で
23
万
８
５

０
０
円
支
払
っ
て
い
る
。

【
歳
入
・
使
用
料
】

◎
永
野
　
範
英
　
委
員

質
問
　
使
用
料
及
び
手
数
料
の
収

入
未
済
額
91
万
９
９
７
３
円
の
未

納
世
帯
数
は
。

○
福
山
建
設
課
長

答
弁
　
未
納
世
帯
数
は
全
部
で
20

件
に
な
る
。

　
９
月
９
日
に
開
催
し
た
議
案
審

議
の
質
疑
の
内
容
で
す
。

【
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

案
に
つ
い
て
】

質
疑
　
滝
沢
　
　仁
　
議
員

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
募
集
業
務

委
託
料
１
８
０
万
円
、
お
た
め
し

地
域
お
こ
し
協
力
隊
実
施
業
務
委

託
１
０
０
万
円
の
内
容
は
。

答
弁
　
櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
募
集
業
務

委
託
料
は
企
画
振
興
費
、
媒
体
出

稿
費
等
に
な
っ
て
い
る
。
お
た
め

し
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
業
務
委

託
料
は
企
画
費
、
ス
タ
ッ
フ
旅
費

宿
泊
費
、
交
流
会
の
運
営
費
等
に

な
っ
て
い
る
。
事
業
費
の
財
源
は

全
額
が
特
別
交
付
税
で
あ
る
。

再
質
疑
　
滝
沢
　
　仁
　
議
員

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て

の
村
長
の
考
え
は
。

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
地
域
お
こ
し
、
地
域
の
活
性
化

の
た
め
に
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
力
も
借
り
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
考
え
で
あ
り
、
応
募
を
期

待
し
て
い
る
。

【
歳
入
・
村
民
税
】

◎
滝
沢
　
　仁
　
委
員

質
問
　
法
人
分
収
入
未
済
額
20
万

円
と
あ
る
が
、
同
一
法
人
か
。

○
戸
田
税
務
課
長

答
弁
　
同
じ
事
業
者
が
20
万
円
で

４
年
分
が
未
納
に
な
っ
て
い
る
。

【
歳
入
・
負
担
金
】

◎
滝
沢
　
仁
　
委
員

質
問
　
農
林
水
産
費
負
担
金
９
万

円
の
内
容
は
。

○
高
見
農
林
課
長

答
弁
　
償
還
負
担
金
と
な
っ
て
お

り
、
２
年
度
は
３
名
、
３
年
度
は

１
名
、
２
年
度
と
３
年
度
重
複
し

て
い
る
方
が
１
名
と
な
っ
て
い
る
。

【
歳
入
・
雑
入
】

◎
滝
沢
　
仁
　
委
員

質
問
　
雑
入
、
３
４
８
万
６
９
６

８
円
の
内
容
は
。

○
中
鶴
間
住
民
課
長

答
弁
　
令
和
２
年
度
市
町
村
療
養

給
付
費
の
負
担
金
の
確
定
に
伴
う

青
森
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
か
ら
の
返
還
金
等
と
な
っ
て

い
る
。

　
令
和
４
年
７
月
13
日
、
青
森
市

に
て
県
下
町
村
議
会
議
員
研
修
会

が
開
催
さ
れ
、
村
議
員
７
名
が
出

席
し
ま
し
た
。
政
治
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
田
﨑
史
郎
氏
の「
今
後
の
政

局
・
政
治
展
望
」と
題
し
た
講
演

を
聴
き
、
今
後
の
議
会
活
動
の
参

考
と
し
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
９
月
６
日
、
産
業
建

設
常
任
委
員
会
に
て
、
細
川
委
員

長
、
永
野
副
委
員
長
、
滝
沢
委

員
、
横
道
委
員
が
、
８
月
の
大
雨

に
よ
る
村
内
の
被
害
箇
所
を
調
査

し
ま
し
た
。
村
担
当
課
か
ら
道
路

や
水
路
等
の
崩
落
箇
所
な
ど
を
現

地
に
行
っ
て
説
明
し
て
も
ら
い
、

計
５
ヶ
所
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
９
月
30
日
、
議
会
運

営
委
員
の
滝
沢
委
員
長
、
才
神
副

委
員
長
が
、
南
部
町
に
て
議
会
運

営
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
使
用
状
況
に
つ

い
て
調
査
し
て
き
ま
し
た
。
南
部

町
議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
長
・

南
部
町
議
会
議
員
の
松
本
啓
吾
氏

に
ご
出
席
・
ご
説
明
い
た
だ
き
、

村
議
会
で
の
活
用
に
つ
い
て
検
討

し
ま
し
た
。

①『
園
や
学
校
生
活
に
お
け
る
、

マ
ス
ク
着
用
が
困
難
な
子
ど
も

の
人
権
を
守
る
こ
と
お
よ
び

過
剰
な
感
染
対
策
の
見
直
し
を

求
め
る
陳
情
』が
１
件
あ
り
、

総
務
常
任
委
員
会
で
審
査
の
結

果
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

県
下
町
村
議
会
議
員
研
修
会

陳

　
　
　
　情

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

所
管
事
務
事
業
調
査
報
告

議
会
運
営
委
員
会

　

所
掌
事
務
調
査
報
告

　
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み

取
る
こ
と
で
令
和
３
年
か
ら

の『
会
議
録
』を
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。
今
号
の
内
容
に
つ
い

て
は
３
ヶ
月
後
に
掲
載
い
た

し
ま
す
。

　
次
回
の
議
会
だ
よ
り
の
掲
載

は
令
和
５
年
１
月
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。

議
員
活
動
報
告

　
新
郷
村
議
会
議
員
は
議
会

閉
会
中
に
各
委
員
会
の
分
野
に

お
い
て
研
修
・
調
査
等
を
し
て

い
ま
す
。

編
　
集
　
委
　
員

委
員
長
　
滝
沢
　
　
仁

副
委
員
長
　
才
神
　
幸
男

委
　
　
員
　
永
野
　
範
英

委
　
　
員
　
稲
葉
　
嘉
浩

議
案
審
議

　質
疑

一
般
会
計
・
歳
入

一
般
会
計
・
歳
出

簡
易
水
道
特
別
会
計
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新
郷
村
議
会
の
定
例
会
は
３

月
、
６
月
、
９
月
、
12
月
と
年
４

回
開
催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
３
月

に
は
予
算
特
別
委
員
会
、
９
月
に

は
決
算
特
別
委
員
会
が
開
か
れ
、

活
発
に
議
論
さ
れ
ま
す
。

　
令
和
４
年
第
３
回
定
例
会
が
９

月
２
日（
金
）か
ら
９
月
９
日（
金
）

の
８
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
本
議
会
で
は
議
案
20
件
が

審
議
さ
れ
、
全
て
原
案
の
と
お
り

同
意
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
定
例
会
の
中
か
ら
７
日
の

一
般
質
問
、
８
日
の
決
算
特
別
委

員
会
、
９
日
の
議
案
審
議
の
３
日

間
の
内
容
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

　
９
月
７
日
に
は
４
名
の
議
員
が

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

★
一
般
質
問
と
は

　
議
員
が
村
の
施
策
の
状
況
や
方

針
な
ど
に
つ
い
て
、
報
告
、
説
明

を
求
め
た
り
質
問
す
る
こ
と

一
　
永
野
　
範
英
　
議
員

質
問
①
　
若
者
の
雇
用
の
場
の
創
出

『
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合

制
度
』の
導
入
を

答
弁
　
櫻
井
村
長

　「
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同

組
合
制
度
」が
始
ま
っ
た
令
和
２

年
に
担
当
課
に
お
い
て
実
現
の
可

能
性
を
検
討
し
た
こ
と
が
あ
る

が
、
意
欲
の
あ
る
事
業
者
が
い
な

い
、
通
年
で
の
仕
事
の
確
保
が
出

来
な
い
な
ど
の
理
由
に
よ
り
断
念

し
た
。
事
業
が
う
ま
く
回
れ
ば
雇

用
創
出
に
役
立
つ
制
度
だ
と
思

う
。
組
合
を
作
っ
て
事
業
を
行
い

た
い
と
い
う
人
が
現
れ
る
よ
う
、

ま
ず
は
制
度
の
周
知
を
図
る
た
め

に
広
報
活
動
を
し
て
い
き
た
い
。

※

『
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同

制
度
』と
は
、
人
口
が
減
少
し
て

い
る
地
域
に
お
い
て
働
き
手
と
な
る

人
材
の
確
保
に
よ
り
、
地
域
経
済

の
活
性
化
、
若
者
の
定
住
促
進
を

図
る
事
業
で
、
人
材
を
必
要
と
す

る
事
業
者
等
に
対
し
て
、
人
材
の

派
遣
を
行
う
派
遣
事
業
の
こ
と
。

質
問
②
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
今
年
８
月
末
現
在
ま
で
の

「
新
郷
村
内
の
累
計
感
染
者
数
」と

「
今
後
村
民
に
対
し
て
の
感
染
防
止

対
策
」に
つ
い
て
村
当
局
の
考
え
は

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
累
計
感
染
者
数
は
８
月
末
現
在

で
１
５
４
名
と
な
っ
て
い
る
。
感

染
防
止
対
策
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
の
実
施
体

制
を
整
え
、
速
や
か
に
予
防
接
種

を
実
施
し
て
い
き
た
い
。
重
症
化

し
や
す
い
高
齢
者
に
お
い
て
は
、

77
・
６
％
の
方
が
８
月
中
に
４
回

目
接
種
を
終
え
て
い
る
。
今
後
も

関
係
部
署
と
連
携
し
、
希
望
者
が

接
種
で
き
る
機
会
を
提
供
し
て
い

き
た
い
。

二
　
才
神
　
　
幸
男
　
議
員

質
問
①
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
つ
い
て

１
．
村
内
の
感
染
状
況
、
今
後
の
予

防
対
策
に
つ
い
て
、
重
症
者
が
出
た

り
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
た
場
合
、

診
療
所
で
対
応
で
き
る
の
か

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
発
熱
や
咳
な
ど
風
邪
の
症
状
、

体
調
不
良
が
あ
る
な
ど
感
染
が
疑

わ
れ
る
場
合
は
、
県
で
行
っ
て
い

る
臨
時
ウ
ェ
ブ
検
査
キ
ッ
ト
セ
ン

タ
ー
や
、
薬
局
で
無
料
配
布
す
る

検
査
キ
ッ
ト
を
活
用
し
、
い
ち
早

く
検
査
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
周
知

し
て
い
き
た
い
。

　
新
郷
診
療
所
で
は
、
発
熱
外
来

で
の
検
査
体
制
は
整
え
て
い
る
も

の
の
、
重
症
者
や
ク
ラ
ス
タ
ー
へ

の
対
応
に
つ
い
て
は
県
の
管
轄
す

る
分
野
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
に

お
い
て
も
村
民
の
安
全
を
期
す
た

め
治
療
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
よ
う

努
力
し
て
い
き
た
い
。

２
．
学
校
で
は
行
事
を
実
施
し
て
い

く
上
で
、
ど
の
よ
う
な
感
染
予
防
対

策
を
と
っ
て
い
く
の
か

答
弁
　
岡
田
教
育
長

　
学
校
は
基
本
的
に
新
し
い
生
活

様
式
に
則
っ
て
、
最
大
限
の
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
対
策
を

と
っ
て
お
り
、
各
種
行
事
は
規
模

縮
小
、
時
間
短
縮
、
実
施
方
法
の

見
直
し
を
図
り
な
が
ら
実
施
し
て

い
る
。

再
質
問
　
部
活
動
・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
で
の
感
染
予
防
対
策
は

答
弁
　
岡
田
教
育
長

　
指
導
者
は
決
ま
っ
て
い
る
た
め
、

そ
の
団
体
の
方
に
お
願
い
し
て
対

策
を
と
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

三
　
滝
沢
　
　仁
　
議
員

質
問
①
　
鳥
獣
被
害
防
止
の
現
状
と

今
後
の
対
策
に
つ
い
て
、
現
状
で
は

ど
の
く
ら
い
の
被
害
が
あ
り
、
ど
の

よ
う
な
対
策
を
し
て
い
る
の
か
、

ま
た
、
農
林
水
産
省
の
鳥
獣
被
害
防

止
対
策
交
付
金
等
を
活
用
し
、
被
害

防
止
対
策
す
べ
き
で
な
い
か

答
弁
　
高
見
農
林
課
長

　
現
状
、
イ
ノ
シ
シ
、
ク
マ
、

ハ
ク
ビ
シ
ン
、
シ
カ
、
キ
ツ
ネ
等

の
被
害
が
あ
る
。

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
現
在
、
青
森
県
猟
友
会
新
郷
支

部
の
協
力
を
得
て
被
害
防
止
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
、
捕

獲
対
応
の
た
め
に
狩
猟
免
許
取
得

者
の
育
成
な
ど
体
制
整
備
を
し
て

い
き
た
い
。
ま
た
交
付
金
の
活
用

に
つ
い
て
は
、
地
域
住
民
で
構
成

す
る
捕
獲
サ
ポ
ー
ト
隊
の
設
立
な

ど
地
域
の
協
力
が
必
要
と
な
る
た

め
、
関
係
団
体
を
含
め
話
し
合
い

の
機
会
を
検
討
し
て
い
く
。

※

『
捕
獲
サ
ポ
ー
ト
隊
』と
は
、

地
域
住
民
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
、

捕
獲
活
動（
日
々
の
ワ
ナ
の
見
回

り
や
、
有
害
鳥
獣
の
追
い
払
い
な

ど
）を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
、

捕
獲
従
事
者
の
負
担
軽
減
を
図
る

隊
の
こ
と
。

四
　
稲
葉
　
嘉
浩
　
議
員

質
問
①
　
肥
料
価
格
高
騰
に
対
す
る

農
家
支
援
に
つ
い
て
新
郷
村
独
自
の

支
援
は
考
え
て
い
る
の
か

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
農
林
水
産
省
が
制
定
し
た
肥
料

価
格
高
騰
対
策
事
業
費
補
助
金
を

農
協
と
連
携
し
て
活
用
し
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
肥
料
価
格
高
騰
に
加

え
、
８
月
の
大
雨
に
よ
る
被
害
を
支

援
す
る
た
め
、
12
月
議
会
に
お
い
て

新
郷
村
独
自
の
支
援
策
を
盛
り
込

み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

答
弁
　
高
見
農
林
課
長

　
現
在
、
農
協
や
肥
料
販
売
店
な

ど
が
申
請
窓
口
の
体
制
づ
く
り
を

し
て
い
る
段
階
で
、
今
年
10
月
頃

を
目
処
に
申
請
を
受
け
付
け
る
予

定
と
聞
い
て
い
る
。

※

『
肥
料
価
格
高
騰
対
策
事
業
費

補
助
金
』と
は
、
令
和
４
年
６
月

か
ら
令
和
５
年
５
月
に
購
入
し
た

肥
料
が
対
象
と
な
り
、
化
学
肥
料

低
減
の
取
組
を
行
っ
た
上
で
、
前

年
度
か
ら
増
加
し
た
肥
料
費
に
つ

い
て
７
割
を
支
援
金
と
し
て
交
付

す
る
も
の
。
農
協
や
肥
料
販
売
店

な
ど
へ
の
５
戸
以
上
の
グ
ル
ー
プ

申
請
が
必
要
。

質
問
②
　
郷
の
き
み
、
天
日
米
の
現

状
と
今
後
の
取
組
、
展
望
は

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
郷
の
き
み
に
つ
い
て
は
、
今
後
は

ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
す
た
め
に
作

付
農
家
を
増
や
し
、
鳥
獣
被
害
防

止
対
策
の
た
め
の
電
気
牧
柵
支
援

等
を
考
え
て
い
き
た
い
。
天
日
米
に

つ
い
て
は
、
今
後
作
付
農
家
の
増
加

が
見
込
め
な
い
た
め
見
直
し
た
い
。

　
９
月
８
日
に
開
催
し
た
決
算
特

別
委
員
会
の
内
容
で
す
。
稲
葉
嘉

浩
委
員
長
に
よ
り
議
事
進
行
さ
れ

ま
し
た
。

★
決
算
特
別
委
員
会
と
は

　
前
年
度
決
算
の
認
定
審
査
の
た

め
に
設
置
さ
れ
る
委
員
会
の
こ
と

【
歳
出
・
総
務
管
理
費
】

◎
永
野
　
範
英
　
委
員

質
問
　
交
通
安
全
施
設
設
置
工
事

82
万
３
５
７
０
円
の
内
容
は
。

○
髙
村
総
務
課
長

答
弁
　
村
内
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
５
ヶ
所

の
修
繕
費
や
設
置
、
し
ん
ご
う
保
育

園
前
と
小
学
校
に
上
が
る
坂
の
道
路

の
白
線
を
引
い
た
分
で
あ
る
。

【
歳
出
・
企
画
振
興
費
】

◎
細
川
　
真
理
子
　
委
員

質
問
　
村
特
産
品
等
Ｐ
Ｒ
業
務
委

託
１
５
０
０
万
円
の
内
容
は
。

○
櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

答
弁
　
村
の
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
と
い

う
こ
と
で
、
ふ
る
さ
と
活
性
化
公

社
へ
業
務
委
託
し
て
い
る
。

◎
細
川
　
真
理
子
　
委
員

質
問
　
新
商
品
開
発
販
売
促
進
事

業
等
補
助
金
２
０
０
万
円
の
内
容

は
。

○
櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

答
弁
　
ふ
る
さ
と
活
性
化
公
社
に

毎
年
新
し
い
村
の
特
産
品
を
開
発

し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
昨
年
度
は

白
い
ウ
ィ
ン
ナ
ー
が
開
発
さ
れ
て

い
る
。

◎
永
野
　
範
英
　
委
員

質
問
　
光
ケ
ー
ブ
ル
工
事
請
負
費

６
６
９
万
２
６
４
３
円
の
場
所
と

内
容
は
。

○
櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

答
弁
　
扇
ノ
沢
７
分
団
屯
所
付
近

の
道
路
拡
張
工
事
に
あ
た
っ
て
の

電
柱
移
設
等
、
計
12
件
を
工
事
し

て
い
る
。

◎
永
野
　
範
英
　
委
員

質
問
　
空
家
等
利
活
用
事
業
費
補

助
金
１
４
７
万
３
千
円
の
交
付
件

数
と
内
容
は
。

○
櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

答
弁
　
空
家
を
購
入
し
た
方
１
件
、

賃
貸
で
入
っ
て
い
る
方
３
件
、
動

産
の
整
理
を
し
た
方
１
件
、
合
計

５
件
と
な
っ
て
い
る
。

【
歳
出
・
社
会
福
祉
費
】

◎
滝
沢
　
仁
　
委
員

質
問
　
和
の
家
に
は
こ
こ
最
近
冬

場
泊
ま
り
に
来
る
人
が
い
な
い
よ
う

な
気
が
す
る
が
、
和
の
家
指
定
管
理

料
78
万
７
７
９
８
円
の
内
訳
は
。

○
沢
口
厚
生
課
長

答
弁
　
平
成
29
年
度
を
最
後
に
和

の
家
の
入
居
者
は
今
ま
で
１
人
も

い
な
い
。
こ
の
経
費
は
社
会
福
祉

協
議
会
に
委
託
を
し
て
お
り
、
指

定
管
理
料
と
し
て
支
払
っ
て
い
る
。

○
櫻
井
村
長

答
弁
　
こ
こ
数
年
希
望
者
が
な
い

こ
と
か
ら
、
今
後
ど
の
様
な
や
り

方
を
し
て
い
く
か
再
度
検
討
す
る
。

【
歳
出
・
児
童
福
祉
費
】

◎
細
川
　
真
理
子
　
委
員

質
問
　
子
育
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
接
続
使
用
料
の
内
容
は
。

○
中
鶴
間
住
民
課
長

答
弁
　
子
育
て
サ
ー
ビ
ス
の
検
索
や

児
童
手
当
、
保
育
園
利
用
申
込
み
を

電
子
申
請
で
出
来
る
サ
ー
ビ
ス
で

あ
り
、
申
請
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
が
必
要
に
な
る
。
現
在
普
及

が
進
ん
で
い
る
た
め
、
今
後
利
用
者

が
増
え
て
く
る
と
考
え
て
い
る
。

【
歳
出
・
水
道
費
】

◎
滝
沢
　
仁
　
委
員

質
問
　
小
規
模
水
道
等
施
設
整
備

費
補
助
１
２
０
万
３
千
円
の
内
容

は
。

○
福
山
建
設
課
長

答
弁
　
田
茂
代
の
小
規
模
水
道
67

万
５
千
円
、
川
代
の
小
規
模
水
道

52
万
８
千
円
と
な
っ
て
い
る
。

【
歳
出
・
農
業
費
】

◎
滝
沢
　
仁
　
委
員

質
問
　
葉
た
ば
こ
振
興
対
策
事
業

補
助
２
９
０
万
円
は
何
戸
対
象
に

な
っ
て
い
る
か
。

○
高
見
農
林
課
長

答
弁
　
対
象
農
家
26
戸
と
な
っ
て

い
る
。

【
歳
出
・
商
工
費
】

◎
永
野
　
範
英
　
委
員

質
問
　
温
泉
事
業
管
理
運
営
費
燃

料
費
１
３
７
５
万
５
１
４
０
円
の

内
訳
は
。

○
櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

答
弁
　
温
泉
の
送
迎
バ
ス
の
燃
料

費
、
館
内
の
暖
房
の
灯
油
、
草
刈

り
の
混
合
油
の
経
費
が
含
ま
れ
て

い
る
。
令
和
３
年
度
の
ボ
イ
ラ
ー

の
燃
料
は
薪
の
年
間
使
用
料
が
８

３
５
・
９
立
方
メ
ー
ト
ル
、
重
油

が
５
万
８
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル
と

な
っ
て
い
る
。

【
歳
出
・
消
防
費
】

◎
細
川
　
真
理
子
　
委
員

質
問
　
消
防
団
員
中
型
自
動
車
免

許
取
得
費
助
成
金
15
万
円
に
つ
い

て
取
得
人
数
は
。

○
髙
村
総
務
課
長

答
弁
　
２
名
に
助
成
、
２
名
が
取

得
し
て
い
る
。

◎
才
神
　
幸
男
　
委
員

質
問
　
消
防
用
備
品
47
万
８
２
８

０
円
の
内
容
は
。

○
髙
村
総
務
課
長

答
弁
　
新
入
団
員
の
活
動
服
一
式

等
の
購
入
費
と
な
っ
て
い
る
。

【
歳
出
・
保
健
体
育
費
】

◎
才
神
　
幸
男
　
委
員

質
問
　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
報
酬

等
の
内
容
は
。

○
福
山
教
育
委
員
会
総
務
課
長

答
弁
　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
に
行

事
・
会
議
、
駅
伝
関
係
に
出
た
分

を
報
酬
と
し
て
年
間
で
23
万
８
５

０
０
円
支
払
っ
て
い
る
。

【
歳
入
・
使
用
料
】

◎
永
野
　
範
英
　
委
員

質
問
　
使
用
料
及
び
手
数
料
の
収

入
未
済
額
91
万
９
９
７
３
円
の
未

納
世
帯
数
は
。

○
福
山
建
設
課
長

答
弁
　
未
納
世
帯
数
は
全
部
で
20

件
に
な
る
。

　
９
月
９
日
に
開
催
し
た
議
案
審

議
の
質
疑
の
内
容
で
す
。

【
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

案
に
つ
い
て
】

質
疑
　
滝
沢
　
　仁
　
議
員

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
募
集
業
務

委
託
料
１
８
０
万
円
、
お
た
め
し

地
域
お
こ
し
協
力
隊
実
施
業
務
委

託
１
０
０
万
円
の
内
容
は
。

答
弁
　
櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
募
集
業
務

委
託
料
は
企
画
振
興
費
、
媒
体
出

稿
費
等
に
な
っ
て
い
る
。
お
た
め

し
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
業
務
委

託
料
は
企
画
費
、
ス
タ
ッ
フ
旅
費

宿
泊
費
、
交
流
会
の
運
営
費
等
に

な
っ
て
い
る
。
事
業
費
の
財
源
は

全
額
が
特
別
交
付
税
で
あ
る
。

再
質
疑
　
滝
沢
　
　仁
　
議
員

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て

の
村
長
の
考
え
は
。

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
地
域
お
こ
し
、
地
域
の
活
性
化

の
た
め
に
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
力
も
借
り
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
考
え
で
あ
り
、
応
募
を
期

待
し
て
い
る
。

【
歳
入
・
村
民
税
】

◎
滝
沢
　
　仁
　
委
員

質
問
　
法
人
分
収
入
未
済
額
20
万

円
と
あ
る
が
、
同
一
法
人
か
。

○
戸
田
税
務
課
長

答
弁
　
同
じ
事
業
者
が
20
万
円
で

４
年
分
が
未
納
に
な
っ
て
い
る
。

【
歳
入
・
負
担
金
】

◎
滝
沢
　
仁
　
委
員

質
問
　
農
林
水
産
費
負
担
金
９
万

円
の
内
容
は
。

○
高
見
農
林
課
長

答
弁
　
償
還
負
担
金
と
な
っ
て
お

り
、
２
年
度
は
３
名
、
３
年
度
は

１
名
、
２
年
度
と
３
年
度
重
複
し

て
い
る
方
が
１
名
と
な
っ
て
い
る
。

【
歳
入
・
雑
入
】

◎
滝
沢
　
仁
　
委
員

質
問
　
雑
入
、
３
４
８
万
６
９
６

８
円
の
内
容
は
。

○
中
鶴
間
住
民
課
長

答
弁
　
令
和
２
年
度
市
町
村
療
養

給
付
費
の
負
担
金
の
確
定
に
伴
う

青
森
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
か
ら
の
返
還
金
等
と
な
っ
て

い
る
。

　
令
和
４
年
７
月
13
日
、
青
森
市

に
て
県
下
町
村
議
会
議
員
研
修
会

が
開
催
さ
れ
、
村
議
員
７
名
が
出

席
し
ま
し
た
。
政
治
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
田
﨑
史
郎
氏
の「
今
後
の
政

局
・
政
治
展
望
」と
題
し
た
講
演

を
聴
き
、
今
後
の
議
会
活
動
の
参

考
と
し
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
９
月
６
日
、
産
業
建

設
常
任
委
員
会
に
て
、
細
川
委
員

長
、
永
野
副
委
員
長
、
滝
沢
委

員
、
横
道
委
員
が
、
８
月
の
大
雨

に
よ
る
村
内
の
被
害
箇
所
を
調
査

し
ま
し
た
。
村
担
当
課
か
ら
道
路

や
水
路
等
の
崩
落
箇
所
な
ど
を
現

地
に
行
っ
て
説
明
し
て
も
ら
い
、

計
５
ヶ
所
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
９
月
30
日
、
議
会
運

営
委
員
の
滝
沢
委
員
長
、
才
神
副

委
員
長
が
、
南
部
町
に
て
議
会
運

営
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
使
用
状
況
に
つ

い
て
調
査
し
て
き
ま
し
た
。
南
部

町
議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
長
・

南
部
町
議
会
議
員
の
松
本
啓
吾
氏

に
ご
出
席
・
ご
説
明
い
た
だ
き
、

村
議
会
で
の
活
用
に
つ
い
て
検
討

し
ま
し
た
。

①『
園
や
学
校
生
活
に
お
け
る
、

マ
ス
ク
着
用
が
困
難
な
子
ど
も

の
人
権
を
守
る
こ
と
お
よ
び

過
剰
な
感
染
対
策
の
見
直
し
を

求
め
る
陳
情
』が
１
件
あ
り
、

総
務
常
任
委
員
会
で
審
査
の
結

果
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

県
下
町
村
議
会
議
員
研
修
会

陳

　
　
　
　情

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

所
管
事
務
事
業
調
査
報
告

議
会
運
営
委
員
会

　

所
掌
事
務
調
査
報
告

　
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み

取
る
こ
と
で
令
和
３
年
か
ら

の『
会
議
録
』を
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。
今
号
の
内
容
に
つ
い

て
は
３
ヶ
月
後
に
掲
載
い
た

し
ま
す
。

　
次
回
の
議
会
だ
よ
り
の
掲
載

は
令
和
５
年
１
月
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。

議
員
活
動
報
告

　
新
郷
村
議
会
議
員
は
議
会

閉
会
中
に
各
委
員
会
の
分
野
に

お
い
て
研
修
・
調
査
等
を
し
て

い
ま
す
。

編
　
集
　
委
　
員

委
員
長
　
滝
沢
　
　
仁

副
委
員
長
　
才
神
　
幸
男

委
　
　
員
　
永
野
　
範
英

委
　
　
員
　
稲
葉
　
嘉
浩

議
案
審
議

　質
疑

一
般
会
計
・
歳
入

一
般
会
計
・
歳
出

簡
易
水
道
特
別
会
計
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（支給割合）
　　　　　　　　　期末手当　　勤勉手当
　６月期
　12月期
　　計

　職制上の段階、職務の級等による加算措置　有

応募認定・定年
24.586875月分
33.27075月分

47.709月分
47.709月分

応募認定・定年
24.586875月分
33.27075月分

47.709月分
47.709月分

区 分

令和３年度

　住民基本
　台帳人口
（３.３.31現在）

歳 出 額
　 Ａ

人 件 費
　 Ｂ

人件費率
　Ｂ／Ａ

実質収支

2,335 2,868,940 145,737 544,846 19.0
千円 千円 千円 ％人

一　般　行　政　職
平均給料月額 平 均 年 齢

288,007円 42.0歳

区 分

大学卒
高校卒

初任給

182,200
150,600

212,275
－

292,300
287,700

－
341,228

５年以上
７年未満

235,533
216,900

７年以上
15年未満

15年以上
25年未満

25年以上
30年未満

－
384,400

35年以上

区　分

職員数（人）

構 成 比

区　分 新　　　　 郷　 　　　村 国

６　級

4 54

参　　事標準的な
職務内容

10

１　級

主　　事

18.5%

３　級

8

主　　幹

14.8%

４　級
課長補佐
総括主幹

20.4% 100.0%

２　級

主　　査

16
29.6%

５　級

511

課 長 等

9.3% 7.4%

計

期末手当

勤勉手当

退職手当

（支給割合）
　　　　　　　　　期末手当　　勤勉手当
　６月期
　12月期
　　計

　職制上の段階、職務の級等による加算措置　有

（支　給　率）

　勤続20年
　勤続25年
　勤続35年
　最高限度額

　その他の加算措置
　　定年前早期退職特例措置　　（２～30％加算）

自己都合
19.6695月分
28.0395月分
39.7575月分
 47.709月分

自己都合
19.6695月分
28.0395月分
39.7575月分
 47.709月分

（支　給　率）

　勤続20年
　勤続25年
　勤続35年
　最高限度額

　その他の加算措置
　　定年前早期退職特例措置　　（２～45％加算）

給与費総額　276,310千円

給　料
185,346千円

　期　末 ● 勤勉手当　67,757千円

その他の職員手当　23,207千円

新郷村職員の給与等のあらまし新郷村職員の給与等のあらまし
地方公務員給与の適正化を目的とした国の指導に基づく
村職員の給与等について、そのあらましをお知らせします。
地方公務員給与の適正化を目的とした国の指導に基づく
村職員の給与等について、そのあらましをお知らせします。

1．人件費の状況（普通会計）　※地方財政状況調査より 2．職員給与費の状況（普通会計の令和３年度決算）

3．職員の平均月額及び平均年齢の状況（令和４年４月１日現在）

5．一般行政職の級別職員数の状況（令和４年４月１日現在）

6．職員手当の状況（令和４年４月１日現在）

4．一般行政職員の初任給及び学歴別平均給料月額 （令和４年４月１日現在）

※地方財政状況調査より

時間外手当
（普通会計）

区
分

通
勤
手
当

扶
養
手
当

内　　　　容 国の制度
との異同

国の制度と
異なる内容

配　偶　者 6,500円
　　子 10,000円
父　母　等 6,500円

１人につき
5,000円加算

満16歳の年度初めから
満22歳の年度末までの子

借　家（借間）　限度額　27,000円

交通機関等利用者　限度額　55,000円
交通用具利用者　限度額　24,500円

55,000円
31,600円

同 ̶

異

異 28,000円

区 分

村 長
副村長

議 長
副議長
議 員

給　　料
（報酬月額）
763,000円
604,000円

教育長 556,000円
283,000円
240,000円
225,000円

期 末 手 当

特別職
（支給割合）

６月期 1.575月分
12月期 1.575月分
　　計　3.15月分
加算措置　 有

議　員
（支給割合）

６月期 1.575月分
12月期 1.575月分
　　計　3.15月分
加算措置　 有

（注）１．職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の
　　　　身分を保有する休職者、派遣職員などを含み、臨時又は
　　　　非常勤職員を除いています。

①

②

区　　　　分
職　員　数（人） 対 前 年

増 減 数

一
般
行
政
部
門

特
別
行
政
部
門

公
営
企
業
等
会
計
部
門

普 通 会 計

議　　会 2
18
3
6
3
0
9
3
5

49
7
0
7

56
7
1
0
1
7

16
72

令和２年
2

16
4
7
2
0
8
2
5

46
6
0
6

52
7
1
0
1
6

15
67

令和３年
2

18
4
8
3
0
6
2
4

47
5
0
5

52
7
1
0
1
6

15
67

令和４年

2
　
1
1
　

△ 2
　

△ 1
1

△ 1
　

△ 1
　
　
　
　
　
　
　
　

総　　務
税　　務
民　　生
衛　　生
労　　働
農林水産
商　　工
土　　木
小　　計

病　　院
水　　道
交　　通
下 水 道
そ の 他
小　　計

教　　育
消　　防
小　　計

合 計

令和２年度支給総額 3,823千円
6,596千円令和３年度支給総額

7．特別職の報酬等の状況（令和４年４月１日現在）

8．部門別職員数の状況（各年４月１日現在） 　（令和４年４月１日現在）

単位：円

合　計等　級 等級別職務分類表に規定する基準となる職務

１　級
２　級

３　級

４　級

５　級

６　級

主事又は技師の職務
主査の職務

主幹又は係長の職務

１　課長補佐又は総括主幹の職務
２　委員会等の次長の職務　　

１　会計管理者、課長、副参事又は室長の職務
２　診療所事務長の職務
３　委員会等の課長又は事務局長の職務

参事の職務

人数
11
17

8

13

6

5

割合
18.3％
28.3％

13.3％

21.8％

10.0％

8.3％

内　　訳
人数

11
17
4
4
8
8
5

13
4
1
1
6
5

職　名
主　　事
主　　査
主　　幹
係　　長

計
課長補佐
総括主幹

計
課　　長
会計管理者
事務局長

計
参　　事

職 制 上 の 段 階
人数

28

8

13

6

5

割合

46.6％

13.3％

21.8％

10.0％

8.3％

段　階

係 員 級

係 長 級

課長補佐級

課 長 級

新郷村職員数のあらまし

職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

行政職（一） 　（令和４年４月１日現在）

開始時刻
午前８時15分

終了時刻
午後５時

休憩時間
正午～午後１時

１日の勤務時間
７時間45分

１週間の勤務時間
38時間45分

（１）職員の勤務時間（標準的なもの） 　（令和４年４月１日現在）

研修区分
基本研修
選択研修

受講研修数
5件
7件

受講者数
17人
66人

内　　容
青森県自治研修所、連携中枢都市圏研修
青森県自治研修所、青森県町村会、三戸郡町村会他

（３）職員の研修および勤務成績の評定の状況
① 主な職員研修の実施状況 　（令和３年度）

現　　状 人事評価制度を導入しています。
② 勤務成績の評定状況

制度の概要
１年につき20日付与　※付与された翌年に限り繰越可能（繰越最大20日）

平均付与日数
38日

平均取得日数
11.7日

（２）年次有給休暇の状況 　（令和３年１月１日～令和３年12月31日）

　地方公務員法第58条の３の規定に基づき、新郷村職員の等級及び職制上の
段階ごとの職員数について公表します。

※対象期間の途中に採用・退職した職員、休職等の期間のある職員を除く。

0.9月分
0.9月分
1.8月分

1.2月分
1.2月分
2.4月分

0.95月分
0.95月分
1.9月分

1.2月分
1.2月分
2.4月分

住
居
手
当
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（支給割合）
　　　　　　　　　期末手当　　勤勉手当
　６月期
　12月期
　　計

　職制上の段階、職務の級等による加算措置　有

応募認定・定年
24.586875月分
33.27075月分

47.709月分
47.709月分

応募認定・定年
24.586875月分
33.27075月分

47.709月分
47.709月分

区 分

令和３年度

　住民基本
　台帳人口
（３.３.31現在）

歳 出 額
　 Ａ

人 件 費
　 Ｂ

人件費率
　Ｂ／Ａ

実質収支

2,335 2,868,940 145,737 544,846 19.0
千円 千円 千円 ％人

一　般　行　政　職
平均給料月額 平 均 年 齢

288,007円 42.0歳

区 分

大学卒
高校卒

初任給

182,200
150,600

212,275
－

292,300
287,700

－
341,228

５年以上
７年未満

235,533
216,900

７年以上
15年未満

15年以上
25年未満

25年以上
30年未満

－
384,400

35年以上

区　分

職員数（人）

構 成 比

区　分 新　　　　 郷　 　　　村 国

６　級

4 54

参　　事標準的な
職務内容

10

１　級

主　　事

18.5%

３　級

8

主　　幹

14.8%

４　級
課長補佐
総括主幹

20.4% 100.0%

２　級

主　　査

16
29.6%

５　級

511

課 長 等

9.3% 7.4%

計

期末手当

勤勉手当

退職手当

（支給割合）
　　　　　　　　　期末手当　　勤勉手当
　６月期
　12月期
　　計

　職制上の段階、職務の級等による加算措置　有

（支　給　率）

　勤続20年
　勤続25年
　勤続35年
　最高限度額

　その他の加算措置
　　定年前早期退職特例措置　　（２～30％加算）

自己都合
19.6695月分
28.0395月分
39.7575月分
 47.709月分

自己都合
19.6695月分
28.0395月分
39.7575月分
 47.709月分

（支　給　率）

　勤続20年
　勤続25年
　勤続35年
　最高限度額

　その他の加算措置
　　定年前早期退職特例措置　　（２～45％加算）

給与費総額　276,310千円

給　料
185,346千円

　期　末 ● 勤勉手当　67,757千円

その他の職員手当　23,207千円

新郷村職員の給与等のあらまし新郷村職員の給与等のあらまし
地方公務員給与の適正化を目的とした国の指導に基づく
村職員の給与等について、そのあらましをお知らせします。
地方公務員給与の適正化を目的とした国の指導に基づく
村職員の給与等について、そのあらましをお知らせします。

1．人件費の状況（普通会計）　※地方財政状況調査より 2．職員給与費の状況（普通会計の令和３年度決算）

3．職員の平均月額及び平均年齢の状況（令和４年４月１日現在）

5．一般行政職の級別職員数の状況（令和４年４月１日現在）

6．職員手当の状況（令和４年４月１日現在）

4．一般行政職員の初任給及び学歴別平均給料月額 （令和４年４月１日現在）

※地方財政状況調査より

時間外手当
（普通会計）

区
分

通
勤
手
当

扶
養
手
当

内　　　　容 国の制度
との異同

国の制度と
異なる内容

配　偶　者 6,500円
　　子 10,000円
父　母　等 6,500円

１人につき
5,000円加算

満16歳の年度初めから
満22歳の年度末までの子

借　家（借間）　限度額　27,000円

交通機関等利用者　限度額　55,000円
交通用具利用者　限度額　24,500円

55,000円
31,600円

同 ̶

異

異 28,000円

区 分

村 長
副村長

議 長
副議長
議 員

給　　料
（報酬月額）
763,000円
604,000円

教育長 556,000円
283,000円
240,000円
225,000円

期 末 手 当

特別職
（支給割合）

６月期 1.575月分
12月期 1.575月分
　　計　3.15月分
加算措置　 有

議　員
（支給割合）

６月期 1.575月分
12月期 1.575月分
　　計　3.15月分
加算措置　 有

（注）１．職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の
　　　　身分を保有する休職者、派遣職員などを含み、臨時又は
　　　　非常勤職員を除いています。

①

②

区　　　　分
職　員　数（人） 対 前 年

増 減 数

一
般
行
政
部
門

特
別
行
政
部
門

公
営
企
業
等
会
計
部
門

普 通 会 計

議　　会 2
18
3
6
3
0
9
3
5

49
7
0
7

56
7
1
0
1
7

16
72

令和２年
2

16
4
7
2
0
8
2
5

46
6
0
6

52
7
1
0
1
6

15
67

令和３年
2

18
4
8
3
0
6
2
4

47
5
0
5

52
7
1
0
1
6

15
67

令和４年

2
　
1
1
　

△ 2
　

△ 1
1

△ 1
　

△ 1
　
　
　
　
　
　
　
　

総　　務
税　　務
民　　生
衛　　生
労　　働
農林水産
商　　工
土　　木
小　　計

病　　院
水　　道
交　　通
下 水 道
そ の 他
小　　計

教　　育
消　　防
小　　計

合 計

令和２年度支給総額 3,823千円
6,596千円令和３年度支給総額

7．特別職の報酬等の状況（令和４年４月１日現在）

8．部門別職員数の状況（各年４月１日現在） 　（令和４年４月１日現在）

単位：円

合　計等　級 等級別職務分類表に規定する基準となる職務

１　級
２　級

３　級

４　級

５　級

６　級

主事又は技師の職務
主査の職務

主幹又は係長の職務

１　課長補佐又は総括主幹の職務
２　委員会等の次長の職務　　

１　会計管理者、課長、副参事又は室長の職務
２　診療所事務長の職務
３　委員会等の課長又は事務局長の職務

参事の職務

人数
11
17

8

13

6

5

割合
18.3％
28.3％

13.3％

21.8％

10.0％

8.3％

内　　訳
人数

11
17
4
4
8
8
5

13
4
1
1
6
5

職　名
主　　事
主　　査
主　　幹
係　　長

計
課長補佐
総括主幹

計
課　　長
会計管理者
事務局長

計
参　　事

職 制 上 の 段 階
人数

28

8

13

6

5

割合

46.6％

13.3％

21.8％

10.0％

8.3％

段　階

係 員 級

係 長 級

課長補佐級

課 長 級

新郷村職員数のあらまし

職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

行政職（一） 　（令和４年４月１日現在）

開始時刻
午前８時15分

終了時刻
午後５時

休憩時間
正午～午後１時

１日の勤務時間
７時間45分

１週間の勤務時間
38時間45分

（１）職員の勤務時間（標準的なもの） 　（令和４年４月１日現在）

研修区分
基本研修
選択研修

受講研修数
5件
7件

受講者数
17人
66人

内　　容
青森県自治研修所、連携中枢都市圏研修
青森県自治研修所、青森県町村会、三戸郡町村会他

（３）職員の研修および勤務成績の評定の状況
① 主な職員研修の実施状況 　（令和３年度）

現　　状 人事評価制度を導入しています。
② 勤務成績の評定状況

制度の概要
１年につき20日付与　※付与された翌年に限り繰越可能（繰越最大20日）

平均付与日数
38日

平均取得日数
11.7日

（２）年次有給休暇の状況 　（令和３年１月１日～令和３年12月31日）

　地方公務員法第58条の３の規定に基づき、新郷村職員の等級及び職制上の
段階ごとの職員数について公表します。

※対象期間の途中に採用・退職した職員、休職等の期間のある職員を除く。

0.9月分
0.9月分
1.8月分

1.2月分
1.2月分
2.4月分

0.95月分
0.95月分
1.9月分

1.2月分
1.2月分
2.4月分

住
居
手
当
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　９
月
23
日
、
間
木
ノ
平
グ
リ
ー
ン

パ
ー
ク
で
、
村
活
性
化
公
社
主
催

「
ミ
ス
テ
リ
ー
キ
ャ
ン
プ 

Ｕ
Ｆ
Ｏ

は
現
れ
る
の
か
?!
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　月
刊
誌「
ム
ー
」編
集
部
ワ
ン
・

パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
が
企
画
協
力
し
、

イ
ベ
ン
ト
に
は
、
青
森
県
内
外

５
０
０
名
の
参
加
者
が
訪
れ
ま

し
た
。

　は
じ
め
に
、
ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ラ

ン
ド「
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ラ
イ
ズ
」が

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
用
に
開
発
し
た

　10
月
４
日
、
五
戸
町
倉
石
又
重

の
太
田
技
建
か
ら
村
社
会
福
祉
協

議
会（
木
村
良
一
会
長
）へ
車
い
す

１
台
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　寄
贈
は
、
平
成
27
年
か
ら
行
わ

れ
て
お
り
今
回
で
８
台
目
と
な
り

ま
し
た
。

　寄
贈
さ
れ
た
車
い
す
は
、
移
送

サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
役
立
て
ら
れ

ま
す
。

　木
村
会
長
は
「
利
用
者
様
の
た

め
に
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ

く
」と
謝
意
を
示
し
ま
し
た
。

「
絶
対
に
曲
が
ら
な
い
ス
プ
ー
ン
」

を
使
っ
て
参
加
者
は
ス
プ
ー
ン

曲
げ
に
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

　次
に
行
わ
れ
た
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

で
は
、「
ム
ー
」編
集
長
三
上
丈
晴

氏
、
超
常
現
象
研
究
家
の
並
木

伸
一
郎
氏
、
宇
佐
和
通
氏
が
出
演
。

「
青
森
県
周
辺
で
パ
イ
ロ
ッ
ト
は

Ｕ
Ｆ
Ｏ
を
よ
く
目
撃
し
て
い
る
」

な
ど
未
確
認
飛
行
物
体
の
話
題
を

中
心
に
、
会
場
を
盛
り
上
げ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
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各
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目
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を
上
映
し
、
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き
の
声

が
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し
た
。
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の
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に
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、
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の
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ー
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が
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ら
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、
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し
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で
い
ま
し
た
。
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　自動車税種別割の納付確認が電子化されているため、自動車税種別割の継続検査（車検）用の納税証明書の
提示を省略することができます。なお、納付情報がシステムに反映されるまで相応の日数（おおむね２週間程度）
を要するため、自動車税種別割を納付後すぐ車検を受ける方は納税証明書が必要となります。
　納税証明書の発行に必要な手続や各種申請書は、県税部へのお問い合わせ又は県ホームページにより確認で
きます。

問い合わせ　三八地域県民局県税部　納税管理課　℡ 0178－27－5111（内211・327・357）

車検時における自動車税種別割の納税証明書の提示省略について

第２回 ～みんなで知ろう！わたしたちの国保～
脂質異常症ってどんな病気？

　人間の血液中には、コレステロールや中性脂肪などの「脂質」が含まれて
います。この脂質は、そのままの状態では血液には溶け込めないため、
ＬＤＬ、ＨＤＬといったタンパク質によって全身に運ばれて体の機能を
保つために大切な役割を果たしています。　　　
　脂質は主に肝臓で合成され、肝臓から運ばれるものをＬＤＬコレステ
ロール、細胞で使われず肝臓に戻るものをＨＤＬコレステロールといい、
だれでも血液中に一定量存在しています。
　しかし、過度な脂質の摂取などにより体中に運ばれる脂質が多くなる
と、余分な脂質を回収して肝臓に戻すのが間に合わなくなります。これが

「脂質異常症（高脂血症）」です。
　この状態では、血液中に余ったコレステロールが血管の壁に溜まり、
血管を狭くしたり、柔軟性を失わせ脆くしたりしてしまう動脈硬化につな
がり、心筋梗塞や脳卒中などの命にかかわる病気を引き起こすため注意が
必要です。
　脂質に問題がないか確認するためにも、特定健診を利用して生活習慣を
一度見直してみましょう！

役場住民課　TEL 78－2111

　防災無線で流れた放送の内容を、自動電話応答
サービスで聞き直すことができます。

　操作ガイダンスの途中でも操作することができま
す。ただし、緊急放送（火災等）は聞くことができ
ませんのでご了承ください。また、放送から24時間
経過した放送は確認できません。　　　役場総務課

≪操作手順≫
１．電話をかけると『再生する放送の種別を選ん

でください。』と操作ガイダンスが流れます。
２．①①＃（全ての放送を再生する）を入力

防災無線電話応答サービスをご利用ください
聞き逃したと思ったら…

TEL 0178－78－2506

風力発電事業に係わる
環境影響評価報告書の縦覧のお知らせ
　青森県三戸郡新郷村において、ＳＧＥＴ新郷ウイン
ドファーム合同会社が運営している「新郷村風力
発電所」に関して、環境影響評価法に基づく事後
調査の結果をとりまとめた「環境影響評価報告書」を
以下のとおり縦覧いたします。
縦覧書類　新郷村風力発電所　環境影響評価報告書
縦覧場所　新郷村役場　農林課
縦覧期間　令和４年11月９日（水）～12月12日（月）
　　　　　（土・日・祝祭日を除く開庁時）
問い合わせ
　ＳＧＥＴ新郷ウインドファーム合同会社
　〒108－0075
　東京都港区港南１－２－70　品川シーズンテラス６階
　スパークス・グリーンエナジー＆テクノロジー株式会社
　担当：小河（おごう）　℡ 03－6711－9150

　新郷村では消防団員を募集しています。また、元
消防署員・消防団員として培った豊富な経験を活か
して、災害時等限定した消防活動をする機能別団員
も併せて募集しています。
　団員に対しては、災害時等の出動に対する報酬、
一定年数以上勤続した団員に対する退職報償金、
各種祝金（結婚・出産）、及び活動時の怪我などに
対する公務災害補償の制度が設けられています。
　入団希望やお問い合わせは、新郷村役場
総務課又は近くの分団までお願いします。
問い合わせ
　役場総務課　℡ 78－2111（内159）

消防団員・機能別団員を募集しています！！
　浄化槽は、微生物の働きを利用して汚水を浄化
するため、適正な維持管理が必要です。そのため、
浄化槽法では次のことが義務付けられています。

①定期的な保守点検
②年１回以上の清掃
③法定検査の受検（使用開始後１回とその後、年１回）

　法定検査は、浄化槽が適正に設置され、維持管理
されているか、浄化機能が十分に発揮されているか
を判定するもので、一般社団法人青森県浄化槽検査
センター（℡ 017－726－9500）が行います。
　また、浄化槽の使用開始時や廃止時、所有者
の変更時などには、三八地域県民局環境管理部

（℡ 0178－27－5111）への届出等が必要です。

問い合わせ　役場厚生課　℡ 61－7555

浄化槽を正しく使いましょう！
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　９
月
23
日
、
間
木
ノ
平
グ
リ
ー
ン

パ
ー
ク
で
、
村
活
性
化
公
社
主
催

「
ミ
ス
テ
リ
ー
キ
ャ
ン
プ 

Ｕ
Ｆ
Ｏ

は
現
れ
る
の
か
?!
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　月
刊
誌「
ム
ー
」編
集
部
ワ
ン
・

パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
が
企
画
協
力
し
、

イ
ベ
ン
ト
に
は
、
青
森
県
内
外

５
０
０
名
の
参
加
者
が
訪
れ
ま

し
た
。

　は
じ
め
に
、
ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ラ

ン
ド「
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ラ
イ
ズ
」が

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
用
に
開
発
し
た

　10
月
４
日
、
五
戸
町
倉
石
又
重

の
太
田
技
建
か
ら
村
社
会
福
祉
協

議
会（
木
村
良
一
会
長
）へ
車
い
す

１
台
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　寄
贈
は
、
平
成
27
年
か
ら
行
わ

れ
て
お
り
今
回
で
８
台
目
と
な
り

ま
し
た
。

　寄
贈
さ
れ
た
車
い
す
は
、
移
送

サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
役
立
て
ら
れ

ま
す
。

　木
村
会
長
は
「
利
用
者
様
の
た

め
に
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ

く
」と
謝
意
を
示
し
ま
し
た
。

「
絶
対
に
曲
が
ら
な
い
ス
プ
ー
ン
」

を
使
っ
て
参
加
者
は
ス
プ
ー
ン

曲
げ
に
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

　次
に
行
わ
れ
た
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

で
は
、「
ム
ー
」編
集
長
三
上
丈
晴

氏
、
超
常
現
象
研
究
家
の
並
木

伸
一
郎
氏
、
宇
佐
和
通
氏
が
出
演
。

「
青
森
県
周
辺
で
パ
イ
ロ
ッ
ト
は

Ｕ
Ｆ
Ｏ
を
よ
く
目
撃
し
て
い
る
」

な
ど
未
確
認
飛
行
物
体
の
話
題
を

中
心
に
、
会
場
を
盛
り
上
げ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
世
界
各
地
の

目
撃
映
像
を
上
映
し
、
驚
き
の
声

が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　そ
の
ほ
か
に
は
、
ア
ウ
ト
ド
ア

体
験
や
村
特
産
品
の
販
売
コ
ー

ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
参
加
者
は

そ
れ
ぞ
れ
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
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新
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会

　自動車税種別割の納付確認が電子化されているため、自動車税種別割の継続検査（車検）用の納税証明書の
提示を省略することができます。なお、納付情報がシステムに反映されるまで相応の日数（おおむね２週間程度）
を要するため、自動車税種別割を納付後すぐ車検を受ける方は納税証明書が必要となります。
　納税証明書の発行に必要な手続や各種申請書は、県税部へのお問い合わせ又は県ホームページにより確認で
きます。

問い合わせ　三八地域県民局県税部　納税管理課　℡ 0178－27－5111（内211・327・357）

車検時における自動車税種別割の納税証明書の提示省略について

第２回 ～みんなで知ろう！わたしたちの国保～
脂質異常症ってどんな病気？

　人間の血液中には、コレステロールや中性脂肪などの「脂質」が含まれて
います。この脂質は、そのままの状態では血液には溶け込めないため、
ＬＤＬ、ＨＤＬといったタンパク質によって全身に運ばれて体の機能を
保つために大切な役割を果たしています。　　　
　脂質は主に肝臓で合成され、肝臓から運ばれるものをＬＤＬコレステ
ロール、細胞で使われず肝臓に戻るものをＨＤＬコレステロールといい、
だれでも血液中に一定量存在しています。
　しかし、過度な脂質の摂取などにより体中に運ばれる脂質が多くなる
と、余分な脂質を回収して肝臓に戻すのが間に合わなくなります。これが

「脂質異常症（高脂血症）」です。
　この状態では、血液中に余ったコレステロールが血管の壁に溜まり、
血管を狭くしたり、柔軟性を失わせ脆くしたりしてしまう動脈硬化につな
がり、心筋梗塞や脳卒中などの命にかかわる病気を引き起こすため注意が
必要です。
　脂質に問題がないか確認するためにも、特定健診を利用して生活習慣を
一度見直してみましょう！

役場住民課　TEL 78－2111

　防災無線で流れた放送の内容を、自動電話応答
サービスで聞き直すことができます。

　操作ガイダンスの途中でも操作することができま
す。ただし、緊急放送（火災等）は聞くことができ
ませんのでご了承ください。また、放送から24時間
経過した放送は確認できません。　　　役場総務課

≪操作手順≫
１．電話をかけると『再生する放送の種別を選ん

でください。』と操作ガイダンスが流れます。
２．①①＃（全ての放送を再生する）を入力

防災無線電話応答サービスをご利用ください
聞き逃したと思ったら…

TEL 0178－78－2506

風力発電事業に係わる
環境影響評価報告書の縦覧のお知らせ
　青森県三戸郡新郷村において、ＳＧＥＴ新郷ウイン
ドファーム合同会社が運営している「新郷村風力
発電所」に関して、環境影響評価法に基づく事後
調査の結果をとりまとめた「環境影響評価報告書」を
以下のとおり縦覧いたします。
縦覧書類　新郷村風力発電所　環境影響評価報告書
縦覧場所　新郷村役場　農林課
縦覧期間　令和４年11月９日（水）～12月12日（月）
　　　　　（土・日・祝祭日を除く開庁時）
問い合わせ
　ＳＧＥＴ新郷ウインドファーム合同会社
　〒108－0075
　東京都港区港南１－２－70　品川シーズンテラス６階
　スパークス・グリーンエナジー＆テクノロジー株式会社
　担当：小河（おごう）　℡ 03－6711－9150

　新郷村では消防団員を募集しています。また、元
消防署員・消防団員として培った豊富な経験を活か
して、災害時等限定した消防活動をする機能別団員
も併せて募集しています。
　団員に対しては、災害時等の出動に対する報酬、
一定年数以上勤続した団員に対する退職報償金、
各種祝金（結婚・出産）、及び活動時の怪我などに
対する公務災害補償の制度が設けられています。
　入団希望やお問い合わせは、新郷村役場
総務課又は近くの分団までお願いします。
問い合わせ
　役場総務課　℡ 78－2111（内159）

消防団員・機能別団員を募集しています！！
　浄化槽は、微生物の働きを利用して汚水を浄化
するため、適正な維持管理が必要です。そのため、
浄化槽法では次のことが義務付けられています。

①定期的な保守点検
②年１回以上の清掃
③法定検査の受検（使用開始後１回とその後、年１回）

　法定検査は、浄化槽が適正に設置され、維持管理
されているか、浄化機能が十分に発揮されているか
を判定するもので、一般社団法人青森県浄化槽検査
センター（℡ 017－726－9500）が行います。
　また、浄化槽の使用開始時や廃止時、所有者
の変更時などには、三八地域県民局環境管理部

（℡ 0178－27－5111）への届出等が必要です。

問い合わせ　役場厚生課　℡ 61－7555

浄化槽を正しく使いましょう！
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八戸都市圏交流プラザ運営事業

　八戸圏域では、首都圏での圏域ブランドの認知度向
上や販路拡大のほか、関係人口の増加や移住・定住・
ＵＩＪターンの促進などを図るため、令和２年９月、
東京都内に八戸都市圏交流プラザ「８base」をオープン
しました。
　８baseでは、圏域８市町村の食材を使った料理の提供
や地場産品の販売のほか、圏域
のファンづくりのための交流
イベントなどを開催しています。

問い合わせ
　八戸市政策推進課　℡ 43－9260（連携中枢都市圏全般）

　連携中枢都市圏の取り組みを紹介します！②

▶

詳しくは
　こちら

【アクセス】
　ＪＲ新宿駅・ＪＲ新橋駅から
　徒歩６分「日比谷OKUROJI」内

【営業時間】
　11：00～22：00（定休日：年末年始）

交流イベント

外 観

販売している地場産品

エイトベース

国民健康保険加入のみなさまへ…
　（整骨院や接骨院など）柔道整復師の施術を受ける
場合に保険が使える場合と使えない場合があります
ので、かかり方を正しく理解し、適正な受診をされ
ますようご協力をお願いいたします。

〇保険が使える場合
・骨折・脱臼（応急手当以外は医師の同意が必要です）
・捻挫・打撲・挫傷（肉ばなれを含む）

〇保険が使えない場合【全額自己負担となります】
・日常生活からくる疲れや肩こり
・加齢からの痛み（五十肩・腰痛）
・スポーツなどによる肉体疲労改善のためのマッ

サージ
・過去の交通事故等による頚部・腰部などの痛み
・脳疾患後遺症等の慢性病のリハビリやリウマチ
・関節炎等の神経性の痛み
・保険医療機関（病院・医院等）で医師の治療を

受けながら同一疾病について同時に接骨院・
整骨院で治療を受けること

　その他ご不明な点は、国民健康保険係（℡ 78－2111）
までお問い合わせください。

　レイプや強制わいせつなど、性犯罪・性暴力の被害
にあわれた方やそのご家族などからの相談を受け、
要望に応じた必要な支援をコーディネートします。

◆「りんごの花ホットライン」

　　ＴＥＬ ０１７－７７７－８３４９（やさしく）
　　またはＴＥＬ #8891

※専門の研修を受けた相談員が対応します。
　秘密は厳守します。

◆相談受付時間
　月曜日～金曜日　午前９時～午後５時
（上記時間以外、土・日・祝日・年末年始は、
国のコールセンターにつながります）

問い合わせ　青森県青少年・男女共同参画課
　　　　　　℡ 017－734－9228

◆県が本センターの運営を委託している公益社団法
人あおもり被害者支援センターでは、ボランティア
の支援活動員を募集しております。活動に関心の
ある方は、下記へ直接お問い合わせください。

問い合わせ　（公社）あおもり被害者支援センター
　　　　　　℡ 017－718－2085

国民年金納付相談及び免除相談窓口を開設
　国民年金保険料の納付、免除に関するご相談に
ついて、日本年金機構の担当者が対応します。基礎
年金番号（又はマイナンバー）がわかる書類等をご持
参のうえ、お気軽にご相談ください。
日　時：令和４年11月８日（火）
　　　　午前10時～午後３時30分
場　所：山村開発センター２階　相談室
問い合わせ
　八戸年金事務所　国民年金課
　℡ 0178－44－1742
　（音声案内２番を押して再度２番を押してください）

「看護のお仕事移動相談」を開催しています
　青森県看護協会ナースセンターでは無料職業紹介
事業として看護職の相談員がハローワーク八戸に出
向いて、看護職の皆様のお仕事探しをサポートして
います。お気軽にお越しください。

開催日：令和４年11月９日（水）・12月14日（水）
　　　　令和５年１月11日（水）・２月15日（水）
　　　　　　　　３月８日（水）
時　間：午後１時30分から午後４時まで随時受付
場　所：ハローワーク八戸
＊青森県ナースセンター（青森市）では月曜日から

金曜日の午前９時～午後４時まで、来所・電話・
メール等で随時、相談を受け付けています。どう
ぞご利用ください。

問い合わせ
　公益社団法人青森県看護協会　青森県ナースセンター
　〒030－0822　青森市中央３－20－30　県民福祉プラザ３階
　℡ 017－723－4580　℻ 017－735－3836
　メールアドレス：ａｏｍｏｒｉ＠ｎｕｒｓｅ‐ｃｅｎｔｅｒ．ｎｅｔ

令和４年度八戸圏域連携中枢都市圏
児童虐待防止研修会について

　八戸圏域にお住まいの方向けに、児童虐待防止に
ついて研修会を開催します。
○日　　時　令和４年11月29日（火）
○場　　所　八戸市福祉公民館２階　大会議室
○演　　題　「ヤングケアラーを知ろう！」
　　　　　　～まずは知ること。気づくこと。～
○講　　師　最上和幸（もがみかずゆき）氏

（青森明の星短期大学　子ども福祉未来
学科長／元八戸児童相談所長／前青森
県こどもみらい課長）

○申込方法　電話による申込
○締　　切　令和４年11月９日（水）
○申 込 先　役場厚生課
　　　　　　担当：工藤（℡ 61－7555）

　農業、畜産業等を営む方が作業用トラクター等に
軽油を使用する場合には、軽油取引税の免税対象と
なります。
　新郷村では、令和５年３月以降の免税軽油に係る
免税証の交付申請を次の通り行います。
１．申請受付日時
　　令和４年11月14日（月）～令和４年11月17日（木）
　　午前９時～午後３時まで
２．申請受付場所
　　美郷館
　　詳細については、チラシをご確認ください。
問い合わせ　役場農林課　℡ 78－2111（内304）

令和５年用農業用免税軽油の申請受付について

～創業・第二創業に必要な経営の知識を学ぶチャンスです～
◇開催日時：令和４年11月14日（月）
　　　　　　午後２時～午後３時30分
◇開催場所：五戸町商工会館　２階　会議室
　　　　　　（五戸町字新町24 －１）
◇対 象 者：五戸町、新郷村で創業・第二創業を考えている方
◇受 講 料：無料
◇定　　員：先着10名
◇申込方法：電話にてお申込みください。
　　　　　　（五戸町商工会　℡ 62－3151）
◇申込締切：令和４年11月８日（火）
◇講　　師：㈱日本政策金融公庫八戸支店
　　　　　　融資課長　久保　良仁　氏
〈セミナーの内容〉

１　創業支援の概要
２　創業計画書の作り方（金融機関が見るポイント）
３　創業に関する情報提供

主催：五戸町商工会

創業・第二創業セミナーのお知らせ

■農業者の方なら広く加入できる
・農地を持っていない農業者や家族従事者も加入

できます。
・次の用件を満たす方ならどなたでも加入できます。
▶年間60日以上農業に従事する方
▶国民年金第１号被保険者（保険料納付免除者を除く）
▶60歳未満の方

・さらに年間60日以上農業に従事する60歳以上
65歳未満の国民年金の任意加入者も加入できます。

■積立方式・確定拠出型で少子高齢時代に強い
・制度発足以降19年間の運用利回りの平均は、

年率で＋2.97％です。
■保険料は自由に決められる

・月額20,000円から67,000円の間で、1,000円
単位で自由に決められます。

・保険料の額は自由に設定でき、いつでも見直す
ことができます。

■80歳までの保証が付いた終身年金
・年金は終身支給されます。
・仮に加入者、受給者が80歳前に亡くなった場合

でも、死亡した翌月から80歳までに受け取れる
はずであった農業者老齢年金を予定利率で割り
戻した額が、死亡一時金として遺族に支給され
ます。

■税制面での優遇措置がある
・保険料の全額が社会保険料控除の税制優遇措置

を受けられます。
■一定の要件を満たす農業者には保険料の国庫補助
がある
・農業者年金への加入要件に加え、次の要件を

満たせば受けられます。
▶39歳までに加入
▶農業所得が900万円以下
▶認定農業者で青色申告者等

※保険料は本人負担分と補助分あわせて月２万円
（固定）です。

問い合わせ　新郷村農業委員会　℡ 78－2111
　　　　　　　Ｅ‐ｍａｉｌ　ｎｏｇｙｏ＠ｖｉｌｌ．ｓｈｉｎｇｏ．ｌｇ．ｊｐ

農業者年金で豊かな老後を！

あおもり性暴力被害者支援センター 
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八戸都市圏交流プラザ運営事業

　八戸圏域では、首都圏での圏域ブランドの認知度向
上や販路拡大のほか、関係人口の増加や移住・定住・
ＵＩＪターンの促進などを図るため、令和２年９月、
東京都内に八戸都市圏交流プラザ「８base」をオープン
しました。
　８baseでは、圏域８市町村の食材を使った料理の提供
や地場産品の販売のほか、圏域
のファンづくりのための交流
イベントなどを開催しています。

問い合わせ
　八戸市政策推進課　℡ 43－9260（連携中枢都市圏全般）

　連携中枢都市圏の取り組みを紹介します！②

▶

詳しくは
　こちら

【アクセス】
　ＪＲ新宿駅・ＪＲ新橋駅から
　徒歩６分「日比谷OKUROJI」内

【営業時間】
　11：00～22：00（定休日：年末年始）

交流イベント

外 観

販売している地場産品

エイトベース

国民健康保険加入のみなさまへ…
　（整骨院や接骨院など）柔道整復師の施術を受ける
場合に保険が使える場合と使えない場合があります
ので、かかり方を正しく理解し、適正な受診をされ
ますようご協力をお願いいたします。

〇保険が使える場合
・骨折・脱臼（応急手当以外は医師の同意が必要です）
・捻挫・打撲・挫傷（肉ばなれを含む）

〇保険が使えない場合【全額自己負担となります】
・日常生活からくる疲れや肩こり
・加齢からの痛み（五十肩・腰痛）
・スポーツなどによる肉体疲労改善のためのマッ

サージ
・過去の交通事故等による頚部・腰部などの痛み
・脳疾患後遺症等の慢性病のリハビリやリウマチ
・関節炎等の神経性の痛み
・保険医療機関（病院・医院等）で医師の治療を

受けながら同一疾病について同時に接骨院・
整骨院で治療を受けること

　その他ご不明な点は、国民健康保険係（℡ 78－2111）
までお問い合わせください。

　レイプや強制わいせつなど、性犯罪・性暴力の被害
にあわれた方やそのご家族などからの相談を受け、
要望に応じた必要な支援をコーディネートします。

◆「りんごの花ホットライン」

　　ＴＥＬ ０１７－７７７－８３４９（やさしく）
　　またはＴＥＬ #8891

※専門の研修を受けた相談員が対応します。
　秘密は厳守します。

◆相談受付時間
　月曜日～金曜日　午前９時～午後５時
（上記時間以外、土・日・祝日・年末年始は、
国のコールセンターにつながります）

問い合わせ　青森県青少年・男女共同参画課
　　　　　　℡ 017－734－9228

◆県が本センターの運営を委託している公益社団法
人あおもり被害者支援センターでは、ボランティア
の支援活動員を募集しております。活動に関心の
ある方は、下記へ直接お問い合わせください。

問い合わせ　（公社）あおもり被害者支援センター
　　　　　　℡ 017－718－2085

国民年金納付相談及び免除相談窓口を開設
　国民年金保険料の納付、免除に関するご相談に
ついて、日本年金機構の担当者が対応します。基礎
年金番号（又はマイナンバー）がわかる書類等をご持
参のうえ、お気軽にご相談ください。
日　時：令和４年11月８日（火）
　　　　午前10時～午後３時30分
場　所：山村開発センター２階　相談室
問い合わせ
　八戸年金事務所　国民年金課
　℡ 0178－44－1742
　（音声案内２番を押して再度２番を押してください）

「看護のお仕事移動相談」を開催しています
　青森県看護協会ナースセンターでは無料職業紹介
事業として看護職の相談員がハローワーク八戸に出
向いて、看護職の皆様のお仕事探しをサポートして
います。お気軽にお越しください。

開催日：令和４年11月９日（水）・12月14日（水）
　　　　令和５年１月11日（水）・２月15日（水）
　　　　　　　　３月８日（水）
時　間：午後１時30分から午後４時まで随時受付
場　所：ハローワーク八戸
＊青森県ナースセンター（青森市）では月曜日から

金曜日の午前９時～午後４時まで、来所・電話・
メール等で随時、相談を受け付けています。どう
ぞご利用ください。

問い合わせ
　公益社団法人青森県看護協会　青森県ナースセンター
　〒030－0822　青森市中央３－20－30　県民福祉プラザ３階
　℡ 017－723－4580　℻ 017－735－3836
　メールアドレス：ａｏｍｏｒｉ＠ｎｕｒｓｅ‐ｃｅｎｔｅｒ．ｎｅｔ

令和４年度八戸圏域連携中枢都市圏
児童虐待防止研修会について

　八戸圏域にお住まいの方向けに、児童虐待防止に
ついて研修会を開催します。
○日　　時　令和４年11月29日（火）
○場　　所　八戸市福祉公民館２階　大会議室
○演　　題　「ヤングケアラーを知ろう！」
　　　　　　～まずは知ること。気づくこと。～
○講　　師　最上和幸（もがみかずゆき）氏

（青森明の星短期大学　子ども福祉未来
学科長／元八戸児童相談所長／前青森
県こどもみらい課長）

○申込方法　電話による申込
○締　　切　令和４年11月９日（水）
○申 込 先　役場厚生課
　　　　　　担当：工藤（℡ 61－7555）

　農業、畜産業等を営む方が作業用トラクター等に
軽油を使用する場合には、軽油取引税の免税対象と
なります。
　新郷村では、令和５年３月以降の免税軽油に係る
免税証の交付申請を次の通り行います。
１．申請受付日時
　　令和４年11月14日（月）～令和４年11月17日（木）
　　午前９時～午後３時まで
２．申請受付場所
　　美郷館
　　詳細については、チラシをご確認ください。
問い合わせ　役場農林課　℡ 78－2111（内304）

令和５年用農業用免税軽油の申請受付について

～創業・第二創業に必要な経営の知識を学ぶチャンスです～
◇開催日時：令和４年11月14日（月）
　　　　　　午後２時～午後３時30分
◇開催場所：五戸町商工会館　２階　会議室
　　　　　　（五戸町字新町24 －１）
◇対 象 者：五戸町、新郷村で創業・第二創業を考えている方
◇受 講 料：無料
◇定　　員：先着10名
◇申込方法：電話にてお申込みください。
　　　　　　（五戸町商工会　℡ 62－3151）
◇申込締切：令和４年11月８日（火）
◇講　　師：㈱日本政策金融公庫八戸支店
　　　　　　融資課長　久保　良仁　氏
〈セミナーの内容〉

１　創業支援の概要
２　創業計画書の作り方（金融機関が見るポイント）
３　創業に関する情報提供

主催：五戸町商工会

創業・第二創業セミナーのお知らせ

■農業者の方なら広く加入できる
・農地を持っていない農業者や家族従事者も加入

できます。
・次の用件を満たす方ならどなたでも加入できます。
▶年間60日以上農業に従事する方
▶国民年金第１号被保険者（保険料納付免除者を除く）
▶60歳未満の方

・さらに年間60日以上農業に従事する60歳以上
65歳未満の国民年金の任意加入者も加入できます。

■積立方式・確定拠出型で少子高齢時代に強い
・制度発足以降19年間の運用利回りの平均は、

年率で＋2.97％です。
■保険料は自由に決められる

・月額20,000円から67,000円の間で、1,000円
単位で自由に決められます。

・保険料の額は自由に設定でき、いつでも見直す
ことができます。

■80歳までの保証が付いた終身年金
・年金は終身支給されます。
・仮に加入者、受給者が80歳前に亡くなった場合

でも、死亡した翌月から80歳までに受け取れる
はずであった農業者老齢年金を予定利率で割り
戻した額が、死亡一時金として遺族に支給され
ます。

■税制面での優遇措置がある
・保険料の全額が社会保険料控除の税制優遇措置

を受けられます。
■一定の要件を満たす農業者には保険料の国庫補助
がある
・農業者年金への加入要件に加え、次の要件を

満たせば受けられます。
▶39歳までに加入
▶農業所得が900万円以下
▶認定農業者で青色申告者等

※保険料は本人負担分と補助分あわせて月２万円
（固定）です。

問い合わせ　新郷村農業委員会　℡ 78－2111
　　　　　　　Ｅ‐ｍａｉｌ　ｎｏｇｙｏ＠ｖｉｌｌ．ｓｈｉｎｇｏ．ｌｇ．ｊｐ

農業者年金で豊かな老後を！

あおもり性暴力被害者支援センター 



月 火 水 木 金 土日

11月
男　1,099人（－５人）
女　1,130人（－６人）
計　2,229人（－11人）
世帯数907世帯（±０世帯）
（令和４年９月末現在）

人の動き

む ら の ガイド

みんなで支える国民年金

日本年金機構

14

燃えるごみ収集日

広報

鷲の湯とキリスト伝説の里、青森県新郷村

新郷村敬老会 健康長寿をお祝いしました  Ｐ２

・議会だより …………………………………… Ｐ４－７
・ミステリーキャンプ ………………………… Ｐ10
・みんなで知ろう！わたしたちの国保 ……… Ｐ11
・農業者年金で豊かな老後を！ ……………… Ｐ12

今月の話題

第34回新郷ふるさとまつり
撮影場所：間木ノ平グリーンパーク

ぼくとわたしの絵 ○しんごう保育園342

先生とお友達と一緒に鬼
ごっこしたよ。みんなでたく
さん走って楽しかったよ。

森 貝　　 颯さん（もも組）
はやてもり かい

お兄ちゃん、お姉ちゃんと
かくれんぼをして遊んだよ。
お兄ちゃんとお姉ちゃん、
だーいすき。

藤 井　麒 永さん（もも組）
えいきふじ い

遠足で友達と手をつないで
ジュースを飲んだよ。お日様
もニコニコ笑っていたよ。

畠 山　萌 花さん（もも組）
かもはたけやま
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2022年
しもつき
November

ごみは収集日の朝8時までに出してください。生ごみの水切りにご協力を。ごみの減量とリサイクルに取り組みましょう。
温泉営業日：新郷温泉館…月・火・木・金・土・日　野沢温泉…水・土・日　営業時間：午前９時～午後９時（通年）

霜月

3130

6 7 98 10

5421 3

11 12

13 14 1615 17 18 19

2420 21 22 23 25 26

27 28 29 30 31 2

資源ごみ収集日（缶）

資源ごみ収集日
（新聞紙等５品目）

資源ごみ収集日
（ペットボトル等２品目）

燃えるごみ収集日燃えるごみ収集日

特定健診（～１１日）

燃えるごみ収集日

特定健診（～１８日）

特定健診

行政相談

特定健診 国民健康保険税第３期納期限
後期高齢者医療保険料

第３期納期限
介護保険料第３期納期限

燃えないごみ収集日

特定健診

「くらし」と「しごと」無料相談会

特定健診

国民年金納付相談
及び免除相談

新郷村生涯学習フェス
ティバル
文化祭（美郷館）
１日目  午前９時～

新郷村生涯学習フェス
ティバル
文化祭（美郷館）
２日目  午前９時～

第456回親子早起き掃除

再利用資源回収活動

燃えるごみ収集日

燃えるごみ収集日燃えるごみ収集日

特定健診（～２５日）

燃えるごみ収集日

燃えるごみ収集日
粗大ごみ収集日

燃えるごみ収集日

燃えるごみ収集日

粗大ごみ受付（～１４日）

資源ごみ収集日
（ビン・ペットボトル等２品目）

鷲の湯とキリスト伝説の里、青森県新郷村

広報 月号
2022年
令和４年

No.319

文化の日

勤労感謝の日

10
各種相談

村民相談
毎週月曜・木曜　午前９時～午後４時（山村開発センター）
行政相談
毎月第３火曜日　午前９時～11時まで（山村開発センター）
国民年金納付相談及び免除相談
11月８日　午前10時～午後３時30分まで（山村開発センター）
「くらし」と「しごと」無料相談会
11月22日　午後１時～４時（総合福祉センター）


